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デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
10/29 10/30 10/31 1

■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00　市民課

2
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ

3 文化の日
◆泗水秋まつり
9:00 ～孔子公園
◆第32回しすいコ
スモスマラソン大会
9:40スタート
泗水孔子公園
◆きくち親子能楽
教室発表会
13:00 ～
菊池松囃子能場

4
◆菊人形・菊まつり
～11/19まで
9:00 ～17:00
菊池市民広場
◆世界糖尿病デー in
きくち
13:00 ～15:30
菊池郡市医師会立
病院

5 6 7 8
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

9
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ

10
■人権啓発講演会
昼の部14:00 ～
夜の部19:00 ～
交流会20:40 ～
西部セ
◆議会報告会
19:00 ～　泗　公

11
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図
◆サニーサイド秋
まつり
10:00 ～13:00
障がい者支援施設
サニーサイド

12
◆菊池市総合防災
訓練
9:00 ～12:00
旭志中学校
◆2017チャレン
ジＶリーグ女子菊
池大会
11:00 ～
菊池市総合体育館
◆マルタ七人のサ
ムライジャズ
15:00 ～菊文館

13
◆議会報告会
19:00 ～　七　公

14
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

15
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ
●1歳6カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

16
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■里親制度説明会
19:00 ～20:30
泗　公

17
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
◆議会報告会
19:00 ～　菊文館

18
●旭志おはなし会
13:30 ～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図
■高齢者による認知
症高齢者の介護を学
ぶ市民公開講座
14:00 ～16:00
菊文館
◆第53回菊池まち
づくり道場
19:00 ～　松倉邸

19
◆第31回龍門ふる
さとまつり
9:30 ～
竜門ダムエントラ
ンス広場
●お楽しみ会
14:00 ～泗　図

20
●七城おはなし会
11:00 ～七　図

21
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所
◆議会報告会
19:00 ～　旭　公

22
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■認知症介護家族
のつどい13:30 ～
15:30菊老福

23 勤労感謝の日
◆アートフェスティ
バル～11/26まで
10:00 ～17:00
旧龍門小学校ほか
◆第20回居屋敷の
里交流会
10:30 ～14:00
社会福祉協議会七
城支所駐車場

24
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

25
◆生涯学習センター
オープン記念講演会
10:00 ～菊文館
◆生涯学習センター
オープニングイベント
12:30 ～17:00
生涯学習センター

26
◆軽トラ朝市
歩き愛です
7:30 ～11:30
迎町・中央通・立町
◆生涯学習センター
オープニングイベント
9:00 ～17:00
生涯学習センター

27
■納税相談夜間窓口
～12/1まで
～20:00税務課

28
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
■もの忘れ相談会
13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

29 30
◆第８回わくわく健
康セミナー
10:00 ～13:00
七城温泉ドーム
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ

12/1 12/2

●２歳６カ児歯科
健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館

12/3 12/4
■認知症アドバイ
ザー養成講座
18:30 ～20:30
菊池市役所

12/5
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ

12/6 12/7
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

12/8 12/9

▼
幸
先
よ
く
５
店
で
押
し
た
「
菊

池
の
ど
ん
ぶ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
の
冊
子
を
紛
失
。
意
地
で

仕
切
り
直
し
て
６
店
ま
で
集
め

直
し
た
ら
、
部
屋
の
本
の
間
か

ら
行
方
不
明
の
冊
子
が
ひ
ょ
っ

こ
り
顔
を
出
し
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
う
な
っ
た
以

上
、
ラ
リ
ー
を
２
周
し
て
ど
ん

ぶ
り
を
堪
能
し
ま
す
。　

  

伊
藤

▼
人
生
初
の
欧
州
へ
。
世
界
に

誇
る
日
本
の
食
文
化
や
自
然
環

境
、
お
も
て
な
し
の
心
な
ど
、
故

郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
。
一
方
、

郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
、
歴
史

文
化
を
重
ん
じ
る
精
神
な
ど
海

外
に
見
習
う
べ
き
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
異
文
化
交

流
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
知
る

実
の
多
い
旅
で
し
た
。　

  

野
中

▼
菊
池
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
キ
ク
ロ
ス
）
が
い
よ
い

よ
今
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
25
日
と
26
日
は
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
齋
藤

孝
さ
ん
の
記
念
講
演
会
の
ほ
か
、

展
示
や
工
作
、
和
菓
子
作
り
体

験
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の

２
日
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

  

楳
田

印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社
印

刷
／

シ
モ

ダ
印

刷
株

式
会

社
N

ovem
ber.2017

Vol.176
11

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

11
November.2017
vol.176

地域の魅力を再発見
第6回「癒しの里 菊池」
動画・写真コンテスト

健康だより
インフルエンザの
シーズン到来

県内最大級！芸術の祭典
菊池アートフェスティバルvol.２

きくち防災・行政ナビ
平時も緊急時もこれで安心！



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

９月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,413 人 － 20
　 菊池：24,698 人 － 5
　 七城： 5,301 人 2
　 旭志： 4,636 人 － 7
　 泗水：14,778 人 － 10
男　性：23,711 人 － 15
女　性：25,702 人 － 5
世　帯： 18,974 世帯 42

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,493 人 14%

15 ～
64 歳 27,340 人 55%

65 歳
以上 15,580 人 31%

今月の表紙
10 月 13 日、御松囃子御能
が奉納されました。南北朝
時代、菊

き く

池
ち

武
た け

光
み つ

公が懐
か ね

良
な が

親
王のために正月の祝言とし
て始めたのがきっかけとい
われ、650 年以上続く伝統
芸能です。国指定重要無形
民俗文化財（登録名：菊池
の松囃子）に指定されてお
り、保存会の皆さんの手で
大切に受け継がれています。

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
3 きくち防災・行政ナビ配信スタート！

4 特集　みんなの思いが集う場所
10 市長欧州訪問記
12
13

菊池アートフェスティバル Vol.2
第６回「癒しの里菊池」動画・写真コンテスト

14
15

シリーズ日本遺産
国民年金情報

16
17

プラチナ未来人財育成塾参加報告
社会を明るくする運動作文

18
健康だより
インフルエンザのシーズン到来
12 月１日は「世界エイズデー」／歯ッピーキッズ

20
21

文芸きくち
図書だより

22
23

菊池の宝物／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

24

～

33

情報つう
▼お知らせ
農業就業奨励金結婚祝い金／収入減少を補償します農業経営収入
保険制度／秋の狂犬病予防集合注射／熊本県最低賃金が改定され
ました／子ども医療費助成制度が変わります／油を漏えいさせると
回収費用などを請求されます／ 11月の「税」の納期限 11月 30 日
㈭／鳥インフルエンザの予防をお願いします／空家などの実態調査
を行っています／介護予防ミニ講座／健全化判断比率・資金不足比
率（平成 28 年度決算）を公表します／ 11月は「子供・若者育成支
援強調月間」です／個人が管理する合併浄化槽の寄付を受け入れ
ます／子どもを虐待から守ろう児童虐待防止推進月間／中九州横断
道路事業に伴う環境への影響の確認と意見聴取／みんなで守ろう、
飼い主のルールやマナー／市有財産（土地）を公売します

▼募集
シルバー人材センター会員募集／放送大学４月生募集／いきいき養
生塾 2017 ２期（夜間）参加者募集／いきいきトレ活セミナー初
心者ジョギング＆ウオーキング／平成 30 年度看護学生募集／平成
30 年度「地域未来塾」の学習支援員募集／子育てサポートセンター
事業おたすけ会員募集中／公共職業訓練「経理事務パソコン科」受
講生募集／スキルアップで早期就職職業訓練コース／観光案内人養
成講座参加者募集／「ほの宵まつり」つくりびと参加者募集／第２
回沖縄アドベンチャースクールわくわく無人島＆海あそび／熊本県
立農業大学校 平成 30 年度学生募集／保育所・認定こども園入園
児を募集します／泗水幼稚園園児募集／平成 29 年度自衛官等募集

▼相談・講演講習
全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間／もの忘れ相談会／
納税相談夜間窓口を開設します／こころの相談／男女共同参画専
門委員相談／認知症介護家族のつどい／人権啓発講演会／高齢者
による認知症高齢者の介護を学ぶ市民公開講座／認知症アドバイ
ザー養成講座／里親制度説明会

▼イベント
菊池市成人式／議会報告会／世界糖尿病デー㏌きくち／菊池市総
合防災訓練／第 53 回菊池まちづくり道場／菊芋・ヤーコン味わい
スタンプラリー／ 2017 チャレンジＶリーグ女子菊池大会／第８回
わくわく健康セミナー／第 77 回科学展／その他

34
35

第 48 回衆議院議員総選挙菊池市開票区開票結果
市民の広場

36
37

地域おこし協力隊通信／シリーズ菊池の企業
きくちっ子だより

38 TOPICS ～まちの話題～
42
43

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

■マチイロとは
　いつでもどこでも広報紙を読むことが
できるようになるスマートフォン用無料ア
プリです。毎月広報紙が発行されるとお知
らせが届きます。他の自治体の広報紙も
読むことができます。詳しくはマチイロの
ホームページをご覧ください。
Ⓗ http://machiiro.town/

↑マチイロ
 ホームページ 

平時も緊急時も行政・防災情報を確実に受け取る

きくち防災・行政ナビ 配信スタート！
　11月から新しい情報伝達手段の試行をスタートします。熊本地震から1
年半、市は以前よりも「災害に強いまちづくり」を進めてきました。これま
で屋外防災無線や戸別受信機を整備し、ホームページや安心安全メール､
デタポン、SNSなどを活用してきましたが、新たな情報伝達手段を追加す
ることでさらに防災力を高めていきます。

消防庁のモデル事業に選ばれました
　今年1月、消防庁が実施する「災害情報伝達手段等の高度化事業」の実証
事業実施団体に採択されて始まったモデル事業です。スマートフォンやタ
ブレット端末を活用します。日常の情報や災害情報を確認できるアプリケー
ションを配布しますので、ぜひダウンロードしてご利用ください。

【問合わせ先】 防災交通課 ☎0968（25）7209

スマートフォンで、
“いつでも、どこでも”防災・行政情報を受け取れる

GooglePlay や App 
Storeで「きくち防災」を
キーワード検索し、ダウ
ンロードしてください。
右記 の QR コ ードを 読
み取ると便利です。

防災無線や戸別受信機からの情報を日常時・災害
時問わず、普段お使いのスマートフォンを利用して、
確実に受け取ることができます。

外出先や
自宅で

車での
避難時や
避難所で

Android用 iPhone用

平常時 災害時

文字・音声・画像で
音声だけでなく、防災無
線などの情報を文字や
画像を使って見ることが
できます。

何度でも

「きくち防災・行政ナビ」の主な特徴

繰り返し、何度でも情報
を確認できます。

いつでも、どこでも
普段お使いのスマート
フォンを利用するため、
自宅や外出先で情報を
確認できます。

3 22017 November広報きくち2017 November広報きくち



　
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が『
文
教
菊

池
』の
新
た
な
象
徴
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

公
民
館
と
同
じ
建
物
と
い
う
利
点
を

生
か
し
、菊
池
の
文
化
の
拠
点
と
し
て

根
付
い
て
く
れ
れ
ば
」。
開
館
を
前
に

し
て
、菊
池
市
立
図
書
館
の
安や

す

永な
が

秀ひ
で

樹き

館
長
は
期
待
を
込
め
て
話
し
ま
す
。

　

菊
池
一
族
の
統
治
期
に
学
問
が
芽

生
え
、江
戸
時
代
に
は
学
び
が
庶
民
に

普
及
し
た
菊
池
は
、学
問
の
先
進
地
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
文
教
菊
池
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
初
の
図
書
館
は
菊
池
で

開
館
し
ま
し
た
。
明
治
20
年
に
山
鹿
・

山
本
・
合
志
・
菊
池
郡
長
の
上う

え

羽ば

勝か
つ

衛え

が「
菊
池
書し

ょ

籍じ
ゃ
く

館か
ん

」を
現
在
の
菊
池
高

校
の
場
所
に
開
設
。
県
立
図
書
館
の
開

館
よ
り
９
年
も
前
の
こ
と
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、勝
衛
が
郡
長
を
辞
任
し
た
こ

と
に
加
え
、利
用
者
が
少
な
か
っ
た
た

め
、わ
ず
か
８
年
で
閉
館
に
。
そ
の
後

大
正
４
年
に
復
活
し
、教
育
団
が
大
正

14
年
に
経
営
を
引
き
継
い
だ「
菊
池
図

書
館
」は
、昭
和
20
年
に
建
坪
数
や
蔵

書
数
で
県
立
図
書
館
に
次
ぐ
規
模
を

誇
っ
た
も
の
の
、昭
和
41
年
に
閉
館
し

て
い
ま
す
。

　

旧
泗
水
町
に
は
泗
水
図
書
館
が
開

館
し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
の
旧
菊
池

市
に
は
中
央
公
民
館
に
併
設
さ
れ
た

図
書
室
が
あ
る
だ
け
で
し
た
。
図
書
館

を
利
用
す
る
た
め
泗
水
や
近
隣
の
自

治
体
ま
で
足
を
運
ぶ
菊
池
地
区
の
市

民
も
多
く
、学
習
場
所
を
求
め
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
勉
強
を
す
る

学
生
も
。「
図
書
館
を
利
用
す
る
文
化

が
無
い
の
で
、本
に
ふ
れ
あ
う
機
会
も

減
る
。
こ
れ
は
ま
ち
と
し
て
大
き
な
損

失
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
安
永
館
長

は
説
明
し
ま
す
。

　
「
中
央
図
書
館
で
学
問
の
楽
し
さ
を

知
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
将

来
は
菊
池
や
国
の
未
来
を
支
え
る
人

材
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
」。
か
つ
て
多
く
の
優
れ
た
人
材

を
輩
出
し
た
文
教
菊
池
の
再
来
を
―
。

11
月
25
日
㈯
の
開
館
に
向
け
、準
備
は

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

古来から文教地区として名高い菊池ですが、
近年は市の中心部に図書館がありませんでした。
完成を待ち望んだ図書館に期待する役割とは―。

菊池市立図書館
安
やす

永
なが

秀
ひで

樹
き

館長

図
書
館
と
公
民
館
が
一
体
と
な
っ

た
複
合
施
設
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

が
、
11
月
25
日
㈯
に
開
館
し
ま
す
。

菊
池
地
区
に
図
書
館
が
復
活
す
る

の
は
実
に
51
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
図
書
館
が
誕
生
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
図
書
館
で
働
く
人
。
開

館
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
人
。
市
民

目
線
の
図
書
館
に
し
よ
う
と
行
動

し
た
人
―
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

菊
池
市
中
央
図
書
館

 

☎
０
９
６
８（
25
）１
１
１
１

こども図書室（イメージ）

泗水図書館で絵本の読み聞かせをする
木
きの

下
した

彰
あきら

さんと長女の世
せ

莉
り

ちゃん（今区）
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現在、会員数は約70人。より良い菊池の図書館を
願い、定期的に意見を交換している

１_ 収容能力６万冊を超える閉架書庫の整理 2_ 古文書を
調査研究する専門機関も 3_ 寄贈本などは司書自らバー
コードやフィルムを貼り装備する 4_ 開館に向けミーティ
ングを重ねる

　
「
会
場
が
ざ
わ
つ
い
て
い
て
も
、

読
み
始
め
る
と
子
ど
も
の
目
が

輝
く
ん
で
す
」。
図
書
館
や
公
民

館
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
20
年
以
上
。

お
話
の
世
界
の
案
内
役
と
し
て
、

聞
き
手
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ「
き
く

ち
お
は
な
し
の
も
り
」の
代
表
の

ほ
か
、紙
芝
居
や
わ
ら
べ
歌
を
披

露
す
る「
妻つ

ま

籠ご
め

座ざ

」
で
も
活
動
。

交
流
が
あ
る
岩
手
県
遠
野
市
や

宮
崎
県
西
米
良
村
で
読
み
聞
か

せ
を
実
演
す
る
な
ど
、精
力
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
の

活
動
で
、子
ど
も
た
ち
が
本
の
魅

力
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
自
分
も
楽
し
い
し
元
気

に
な
る
。
生
き
が
い
で
す
ね
」

　
「
図
書
館
と
い
う
場
所
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。
本
を
き
っ
か
け
に
、

い
ろ
ん
な
出
会
い
が
生
ま
れ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」。
平
成
９
年
の

泗
水
図
書
館
の
開
館
と
と
も
に

働
き
始
め
、平
成
19
年
か
ら
28
年

は
館
長
に
。
中
央
図
書
館
で
は
現

場
を
熟
知
し
た
副
館
長
と
し
て

ス
タ
ッ
フ
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　

目
指
す
は
、市
民
と
距
離
が
近

い
施
設
。「
図
書
館
は
垣
根
が
無

い
場
所
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
平
等
に
利
用
で
き
る
、言

わ
ば
地
域
の
拠
点
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

図
書
館
が
日
常
生
活
の
一
部
に

な
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

　

公
民
館
と
連
携
し
、市
民
に
身

近
な
施
設
と
な
る
よ
う
な
企
画

を
計
画
中
で
す
。「
図
書
館
主
催

の
講
座
を
公
民
館
で
開
い
た
り
、

公
民
館
の
講
座
に
合
わ
せ
た
本

を
展
示
し
た
り
。
同
じ
建
物
の
利

点
を
最
大
限
生
か
し
て
い
き
た

い
」と
ア
イ
デ
ア
は
尽
き
ま
せ
ん
。

２
つ
の
施
設
を
利
用
し
た
人
材

の
育
成
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
案
が

発
表
さ
れ
た
平
成
25
年
。「
菊
池

の
図
書
館
を
考
え
る
市
民
の
会
」

を
発
足
し
、よ
り
良
い
図
書
館
に

し
よ
う
と
市
民
の
声
を
丁
寧
に

拾
い
上
げ
、行
政
に
伝
え
て
き
ま

し
た
。
当
初
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
２
階
に
計
画
さ
れ
て
い

た
図
書
館
に
対
し「
図
書
館
は
利

用
者
が
主
役
。
お
年
寄
り
や
子

ど
も
が
利
用
す
る
こ
と
を
考
え

た
ら
、１
階
に
な
い
と
」と
議
会

に
要
望
を
提
出
。
意
見
は
実
を
結

び
、現
在
の
図
書
館
計
画
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

口
頭
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
菊

池
の
昔
話
を
高
齢
者
か
ら
聞
き

取
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
芝
居
を

作
っ
て
披
露
し
て
い
ま
す
。「
い

ま
記
録
し
て
お
か
な
い
と
、地
域

の
話
は
後
世
に
残
ら
ず
途
絶
え

て
し
ま
う
。
若
い
人
に
伝
え
た
い

思
い
で
記
録
し
ま
し
た
」と
振
り

返
り
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
に
は
、読
み
聞
か

せ
が
で
き
る「
お
は
な
し
の
へ
や
」

が
完
成
。
こ
ど
も
図
書
室
に
は

た
く
さ
ん
の
絵
本
が
並
び
ま
す
。

「
親
子
で
遊
び
に
来
て
、本
を
手

に
取
っ
て
選
ぶ
楽
し
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
た
ち
も
新

た
な
場
所
で
披
露
す
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
図
書
館
が
家
族
の
お

で
か
け
の
場
所
に
な
る
よ
う
、こ

れ
か
ら
も
お
話
を
届
け
て
い
き

た
い
で
す
」

　

市
内
に
15
校
あ
る
小
中
学
校

の
図
書
室
は
図
書
館
と
シ
ス
テ

ム
を
統
一
。
開
館
に
合
わ
せ
、借

り
た
本
を
記
録
で
き
る
図
書
館

通
帳
を
全
校
児
童
に
配
布
し
ま

す
。「
子
ど
も
た
ち
は
学
校
の
図

書
室
で
借
り
た
本
も
図
書
館
で

記
帳
で
き
ま
す
。
読
書
の
ア
ル
バ

ム
を
作
る
よ
う
に
、楽
し
み
な
が

ら
記
録
を
残
し
て
も
ら
え
た
ら

い
い
で
す
ね
」

　

市
内
４
館
で
お
互
い
に
資
料

の
取
り
寄
せ
も
可
能
に
。「
図
書

館
資
料
を
共
有
す
る
こ
と
で
、地

域
格
差
も
無
く
な
り
ま
す
。
図
書

館
を
市
民
の
本
棚
と
し
て
、積
極

的
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」と

呼
び
か
け
ま
す
。

　

独
立
し
た
空
間
を
持
つ
子
ど

も
図
書
室
は
県
北
で
初
。
靴
を
脱

い
で
寝
転
が
り
な
が
ら
本
を
読

ん
だ
り
、親
子
で
お
し
ゃ
べ
り
し

た
り
し
な
が
ら
の
利
用
も
大
歓

迎
で
す
。「
交
流
の
場
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
い
、地
域
の
子
が
育

つ
場
に
な
れ
ば
」と
願
い
を
込
め

ま
す
。

　
「
現
在
、ス
タ
ッ
フ
は
全
力
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
館
し

た
ら
図
書
館
に
来
て
、皆
さ
ん
の

声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
も
図
書

館
も
、と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
市
民
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て

い
く
図
書
館
が
、多
く
の
人
が
集

ま
る
い
き
つ
け
の
場
所
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。
私
は
カ
ウ
ン

タ
ー
で
皆
さ
ん
を
優
し
く
見
守

る
お
ば
ち
ゃ
ん
で
あ
り
た
い
で

す
ね
」

　

自
身
は
小
学
校
高
学
年
の
頃

か
ら
図
書
館
通
い
を
す
る
少
年

で
し
た
。「
当
時
の
図
書
館
は
現

在
の
教
育
会
館
の
場
所
に
あ
っ

て
ね
。
知
ら
な
い
単
語
を
辞
書
で

調
べ
て
ど
ん
ど
ん
知
識
が
増
え

て
い
く
の
が
楽
し
く
て
」と
思
い

出
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

会
は
今
年
か
ら「
菊
池
市
図
書

館
友
の
会
」と
名
を
変
え
、今
後

は
市
民
目
線
で
図
書
館
の
運
営

を
手
助
け
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
菊
池
に
と
っ
て
念
願
の
図
書
館
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
意
見
や
要

望
を
反
映
で
き
る
よ
う
、活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
図
書
館
が
知

や
文
化
の
拠
点
と
し
て
、公
民
館

と
併
せ
て
生
涯
学
習
の
場
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
自
然
に
人
材
が
育
つ

菊
池
に
な
れ
ば
」と
期
待
を
込
め

ま
し
た
。

小学校での読み聞かせ。児童に
本の楽しさを伝え続けている

きくちおはなしのもり
原
はら

保
ほ

奈
な

美
み

さん
（日生野）

菊池市図書館友の会
坂
さか

本
もと

敏
とし

正
まさ

さん
（堀切）

新しくできる図書館に市民の思いを届ける人たちがいます。

地域に親しまれる図書館にするために大切な
ことはなんでしょうか。図書館運営に長年携
わってきた福

ふく

吉
よし

副館長に話を聞きました。

菊池市立図書館
福
ふく

吉
よし

里
り

加
か

子
こ

副館長
泗水図書館の開館時から働
き、平成19年からは館長に。
自ら絵本を創作することも。

1

2

3

4
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中
央
図
書
館
の
デ
ザ
イ
ン
は
、大
胆

な
曲
線
を
使
用
し
た
本
棚
の
案
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
図
書
室
か

ら
始
ま
る
本
棚「
ブ
ッ
ク
リ
バ
ー
」は
、

蛇
行
し
な
が
ら
徐
々
に
高
く
な
る
デ

ザ
イ
ン
。
水
の
流
れ
が
本
と
人
を
つ
な

ぐ
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ

ク
リ
バ
ー
に
は
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、そ

こ
を
く
ぐ
る
と
新
し
い
エ
リ
ア
が
現

れ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
段
差

が
付
い
た
本
棚
は
、知
識
の
階
段
を
登

る
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
予
想
図
を
見
た
市
民
か
ら
は

「
館
内
を
探
検
し
て
み
た
い
」「
面
白
そ

う
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」「
こ
ん
な
デ
ザ

イ
ン
の
図
書
館
は
見
た
こ
と
が
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
古
文
書
閲
覧
室
や
学
習

室
の
ほ
か
、文
教
菊
池
の
歴
史
を
展
示

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
菊
池
の
学

び
の
拠
点
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
閲
覧
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。 

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
図
書
館

に
な
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

　

長
ら
く
図
書
館
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
菊
池
地
区
。
し
か
し
経
験
豊
か
な
ス

タ
ッ
フ
、市
民
目
線
の
図
書
館
を
願
い

奔
走
し
た
人
、本
の
楽
し
さ
を
伝
え
続

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、そ
し
て
遠
く
の

図
書
館
へ
通
い
続
け
た
多
く
の
市
民

と
、文
教
菊
池
の
精
神
は
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
木き

村む
ら

利と
し

昭あ
き

セ
ン
タ
ー
長
は「
図
書
館
も
公
民
館
も
、

積
極
的
に
活
用
し
、生
涯
学
習
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア（
最
前
線
）を
目
指
し
て
ほ

し
い
」と
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、中
央
公
民
館
の
山や

ま

本も
と

美み

千ち

代よ

館
長

は「
公
民
館
で
学
ん
だ
講
座
を
１
階
の

図
書
館
で
さ
ら
に
深
く
学
べ
る
。
や
が

て
教
え
る
立
場
に
な
れ
ば
、知
識
の
サ

イ
ク
ル
に
な
る
」と
話
し
ま
す
。

　

図
書
館
と
公
民
館
に
よ
る
人
づ
く

り
の
循
環
―
。
文
教
菊
池
の
新
た
な

拠
点
と
し
て
役
割
を
担
う
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
は
、多
く
の
人
の
期
待
を
乗

せ
て
歩
み
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
が
大
好
き
な
末す

え

田だ

さ

ん
一
家（
下
木
庭
）。
家
族
８
人
で

年
間
約
千
冊
を
借
り
て
い
ま
す
。

母
親
の
三み

紀き

子こ

さ
ん
は「
車
で
泗

水
図
書
館
に
通
っ
て
い
る
け
れ

ど
、ち
ょ
っ
と
遠
い
の
が
悩
み
で

す
。
近
所
に
図
書
館
が
完
成
す
る

の
が
待
ち
遠
し
い
」と
期
待
を
ふ

く
ら
ま
せ
ま
す
。

　

両
親
は
、子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
絵
本
も
た
く
さ
ん
借
り
て
い

ま
す
。「
毎
晩
、
本
を
読
み
聞
か

せ
て
い
ま
す
。
想
像
の
世
界
を

楽
し
ん
で
、感
性
が
豊
か
な
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
」と
三
紀
子
さ
ん
。

父
親
の
正ま

さ

弘ひ
ろ

さ
ん
は「
上
の
子
た

ち
は
、読
み
聞
か
せ
を
経
て
自
分

で
興
味
あ
る
本
を
探
す
習
慣
が

身
に
付
い
た
」と
本
が
持
つ
効
果

を
説
明
し
ま
す
。

　

長
女
の
愛あ

い

乃の

さ
ん
は
中
学
３

年
生
。「
ず
っ
と
大
津
町
の
図
書

館
で
勉
強
し
て
い
た
の
で
、近
く

に
学
習
室
が
あ
る
図
書
館
が
で

き
る
と
助
か
り
ま
す
」。
小
学
６

年
の
次
男
、栄え

い

一い
ち

く
ん
は「
自
転

車
で
通
え
る
距
離
に
図
書
館
が

で
き
る
と
、い
つ
で
も
好
き
な
と

き
に
行
け
る
の
で
楽
し
み
」と
目

を
輝
か
せ
ま
す
。

　

い
つ
も
８
人
全
員
で
本
を
借

り
に
行
く
一
家
は
、泗
水
図
書
館

で
も
有
名
人
。
ス
タ
ッ
フ
や
利
用

者
の
皆
さ
ん
か
ら
、よ
く
声
を
か

け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
中
学
２
年

の
長
男
、大た

い

朗ろ
う

さ
ん
は
、泗
水
図

書
館
の
企
画
で
趣
味
の
手
品
を

披
露
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
子

ど
も
た
ち
が
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
大
好
き
な
図
書
館
に

貢
献
で
き
た
」と
に
っ
こ
り
笑
い

ま
し
た
。

　

夫
婦
で
図
書
館
を
利
用
し
て

い
る
前ま

え

田だ

夫
妻（
片
角
）。
２
人
と

も
読
書
が
趣
味
で
、現
在
は
週
に

１
回
の
ペ
ー
ス
で
泗
水
図
書
館

に
通
っ
て
い
ま
す
。
経
営
す
る
隈

府
の
飲
食
店「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

の
本
棚
に
は
自
身
が
所
有
す
る

本
が
並
び
、来
店
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

　
「
中
央
図
書
館
は
自
宅
か
ら
近

い
の
で
通
う
回
数
が
増
え
そ
う
。

気
軽
に
読
書
を
楽
し
め
る
場
所

が
菊
池
に
で
き
る
の
は
、と
て
も

良
い
こ
と
」と
幸こ

う

二じ

さ
ん
。
妻
の

照て
る

子こ

さ
ん
は「
図
書
館
に
は
書
店

で
あ
ま
り
見
か
け
な
い
本
が
あ

る
の
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
開
館

が
楽
し
み
で
す
」と
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

図書館のオープンを心待ちにしている人たちに話を聞きました。

後列左から正
まさ

弘
ひろ

さん、大
たい

朗
ろう

さん、愛
あい

乃
の

さ
ん、三

み

紀
き

子
こ

さん。前列左から風
ふう

和
わ

ちゃん、
慈
しげる

くん、光
ひかる

くん、栄
えい

一
いち

くん

　菊池の象徴である菊池渓谷に、白龍や水
が舞うようなイメージでデザインしまし
た。人と人のコミュニケーションの場にな
るよう願っています。「この図書館がある
から菊池にいたい」と市民に思われる存在
になればうれしいです。 前

まえ

田
だ

幸
こう

二
じ

さん（左）、照
てる

子
こ

さ
ん夫妻。２人とも本や音楽
が大好き

株式会社乃村工藝社
チーフデザイナー

中
なか

村
むら

和
かず

延
のぶ

さん（東京）

中央図書館でも図書館ツアーやおはなし会などを開催します。
詳しくは市ホームページか別刷りのチラシをご覧ください。
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第59回国際パエリアコンクール菊池の食を楽しむ会 inパリ
スペインバレンシア州スエカ市で開催された
第59回国際パエリアコンクールに招待を受け、
参加してきました。

「菊池の食を楽しむ会」とふるさと菊池親善大使就任式を
行うため、泗水町出身の中

なか

山
やま

豊
とよ

光
みつ

シェフがオーナーを務
めるパリの人気店「Restaurant TOYO」を訪問しました。

市長欧州訪問記❶ ９月９日－11日 スペイン市長欧州訪問記❷ ９月12日－14日 フランス

１_ 表彰式で喜びを爆発させるanocado の皆さんと江頭市長  2_ 田園風景は菊池とよく似ている　3_オレ
ンジの薪から上がる煙が独特の風味を生み出す  4_コンクール表彰式　5_ 道具と食材は全て支給されるた
め料理人の腕が勝敗を分ける　6_できたてのパエリアを試食　7_多くのメディアが来場　8_調理は屋外の
公園で行われた　9_スエカ市役所で歓迎を受ける江頭市長。向かって左隣の女性がラケル・タマリット市長

１_おにぎりを握る中山シェフ  2_シメで出されたおにぎりはあっという間になくなった　3_ 手作りの辛
子レンコン  4_ 菊池の特産品をPR 5_ 江頭市長がトップセールスで菊池の魅力を発信　6.7_ 親善大使
に就任した中山シェフとド・ローラ節子さん　8_世界的ファッションデザイナーの高田賢三氏も来店　9_
中山シェフは地元若手育成にも注力。現在は泗水町出身の甲

か

斐
い

花
か

梨
り ん

さんがワーキングホリデーで修行中

米
が
つ
な
い
だ
欧
州
と
の
縁

　

こ
の
地
域
は
米
の
一
大
産
地
で
、
ス

エ
カ
市
は
米
研
究
所
を
持
つ
ほ
ど
の
中

心
地
。
ス
ペ
イ
ン
の
郷
土
料
理
パ
エ
リ

ア
の
世
界
一
を
決
め
る
コ
ン
ク
ー
ル
が

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
菊
池
の
米
が

日
本
一
・
世
界
一
に
な
っ
た
こ
と
を
縁

に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
57
回
目

を
迎
え
る
伝
統
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

収
穫
祭
（
お
米
祭
り
）
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
世
界
中
か

ら
41
チ
ー
ム
が
出
場
。
日
本
か
ら
は
予

選
を
勝
ち
上
が
っ
た
３
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
は
バ
レ
ン
シ
ア
部
門
、
ス
エ
カ

部
門
、
国
際
部
門
、
総
合
部
門
（
最
高

位
）
の
４
つ
で
行
わ
れ
ま
す
。
江
頭
市

長
が
表
彰
状
の
贈
呈
者
を
務
め
た
国
際

部
門
で
は
、
な
ん
と
日
本
の
チ
ー
ム

「a

ア

ノ

カ

ド

nocado

」（
東
京
都
）
が
初
受
賞
。

日
本
チ
ー
ム
の
部
門
優
勝
は
史
上
初
の

快
挙
で
す
。

　

ス
エ
カ
市
役
所
を
訪
問
し
、ラ
ケ
ル・

タ
マ
リ
ッ
ト
市
長
ほ
か
関
係
者
か
ら
熱

烈
な
歓
迎
を
受
け
た
江
頭
市
長
は
「
素

晴
ら
し
い
米
文
化
を
築
き
、
コ
ン
ク
ー

ル
を
長
年
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
尊

敬
の
念
を
覚
え
る
。
菊
池
市
に
は
２
千

年
の
米
文
化
の
歴
史
が
あ
り
、
こ
う
し

た
縁
で
つ
な
が
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
う
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
米
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
今
後
の
交
流

を
祈
念
し
ま
し
た
。

郷
土
愛
で
つ
な
が
る
縁

　

こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
米
や
シ

イ
タ
ケ
な
ど
菊
池
・
熊
本
県
産
の
食
材

の
ほ
か
、
松
風
や
美
少
年
な
ど
を
店
内

に
展
示
。
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
と
定
員

30
人
の
店
内
は
す
ぐ
満
席
に
な
り
、
最

終
的
に
は
約
70
人
が
来
店
し
ま
し
た
。

　

馬
刺
し
や
辛
子
レ
ン
コ
ン
、
呉
汁
な

ど
地
元
食
材
を
使
っ
た
和
食
を
メ
イ
ン

に
創
作
料
理
を
提
供
。
江
頭
市
長
が

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
菊
池
の
魅
力
を
語

り
つ
つ
、
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

食
材
の
評
判
は
上
々
で
、
特
に
お
に
ぎ

り
は
米
粒
の
甘
味
が
違
う
と
高
評
価
。

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に
載
せ
た
白
龍
も
人
気

で
、
ぜ
ひ
パ
リ
で
披
露
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　

親
善
大
使
の
任
命
式
で
は
、
本
市
出

身
の
節
子
・
ク
ロ
ソ
フ
ス
カ
・
ド
・
ロ
ー

ラ
伯
爵
夫
人
も
出
席
し
、
中
山
シ
ェ
フ

と
共
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
二
人
に
は
今
後
、
菊
池
の
魅
力
を
世

界
に
発
信
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
も

て
な
し
向
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
フ
ァ

ン
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る

予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
る
と
、「
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ご
ち
そ
う
さ
ま

で
し
た
」「
菊
池
の
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
日
で
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
必
ず
行
き
ま
す
」
と
次
々
に

声
を
か
け
ら
れ
、
新
た
な
菊
池
フ
ァ
ン

の
獲
得
に
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

1135
467

9 8

2

23

45

68

7

9
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動画・写真コンテスト開催！
募集テーマ　「私の〇〇コマーシャル」

動画部門
■応募条件　次の全てに該当すること。
①�菊池市内で撮影した動画、または本市にゆかりのあるものを映

した動画であること。
②�３分程度の作品で、表現方法（実写、CG、アニメなど）は問

いません。
③他のコンテストに応募していないもの。
④�ファイル形式を wmv、mov、flv、mpg(mpeg)、avi のいず

れかにすること。
⑤１人３作品まで応募できますが、入賞作品は１人１点までです。

MOVIE 写真部門
■応募条件　次の全てに該当すること。
①�菊池市内で撮影した一枚写真、または本市にゆかりのあるもの

を写した一枚写真であること。
②他のコンテストに応募していないもの。
③�データの場合、ファイル形式は jpeg(jpg) とし、ファイルサイ

ズは 9MB 以内とします。プリントの場合、サイズは 6 切・ワ
イド 6 切・A4・4 切・ワイド 4 切とします。

④�トリミングや色補正は可。デジタル加工・合成は対象外とします。
⑤１人５作品まで応募できますが、入賞作品は１人１点までです。

PHOTO

第６回

地域、家族、料理、友達、仕事……
皆さんがコマーシャル（宣伝）したいものを教えてください！

たくさんの応募をお待ちしています！

■動画部門審査員　藤
ふじ

本
もと

周
しゅう

一
いち

氏（映像ディレクター）
昭和 34 年７月生まれ。RKB 毎日放 送「今日感テレビ」、
FBS 福岡放送「めんたいワイド」、TVQ 九州放送「きらり九
州めぐり逢い」、「土曜の夜は！おとななテレビ」、KAB 熊本
朝日放送「くまパワ」などを担当。2015 年、菊池市魅力発
信広告事業「菊池スペシャリテ」企画演出を担当。隈府在住。

■写真部門審査員　安
やす

永
なが

隆
たか

敏
とし

氏（写真家）
昭和８年８月生まれ。写真歴 40 年以上。九州二科展をは
じめさまざまなコンテストで入賞。菊池渓谷で撮影した写
真は１万枚を超え市内各地で個展も開催中（11 月 7 日～
26 日 わいふ一番館）。作品は雑誌やポスターなど多くの
広告媒体で採用されるほど人気が高い。七城町林原在住。

応募・問い合わせ先
⇒メールアドレス　kouhou@city.kikuchi.lg.jp
⇒送付先　〒 861-1392（住所記載不要）
　菊池市役所市長公室広報交流係　☎ 0968（25）7252

その他
・�注意事項など、詳しくはホームページに掲載している応募要項

をよく読んでからご応募ください。
・過去に撮影された作品も応募できます。
・応募用紙はホームページにもあります。
・�応募いただいた動画・写真は選考の上、公式フェイスブックペー

ジ「癒しの里 菊池」や絵はがきなどに随時掲載します。

応募方法
■�応募方法　次の必要事項を明記し、動画データと併せて応募し

てください。
①撮影日時　②撮影場所　③作品のタイトル
④作品の説明（撮影意図、思い入れなど）
⑤掲載する名前（ニックネーム可）
⑥�あなたが感じる菊池市の良いところ・悪いところ（複数回応募さ

れる場合は初回だけでも結構です）
⑦�住所、氏名、電話番号（賞品の発送および応募内容に関する問

い合わせにのみ使用させていただきます）
⑧�動画：データを DVD などのメディアに記録し、郵送または直接

提出してください（DVD-VIDEO 形式は不可）。
　�写真：メール、郵送、または直接提出してください。データを郵

送する際は、写真データを記録した CD-R などのメディアを送付
してください。提出されたメディアとデータは返却しませんので
ご了承ください。

応募期限 ３月19 日㈪必着

表彰・発表
■�表彰・賞品　各部門でグランプリ、準グランプリ、市長賞、入

選を選定し、表彰します。
①グランプリ　　菊池市内共通商品券「めぐるん券」 ５万円分
②準グランプリ　菊池市内共通商品券「めぐるん券」 ２万円分
③市長特別賞　　菊池市内共通商品券「めぐるん券」 ２万円分
④入選（数点）　  ペア菊池温泉入浴券絵馬セット
■�発表　広報きくち、フェイスブック「癒しの里 菊池」、ホームペー

ジで発表します。

　動画撮影のコツ、編集のポイントなど、動画部門審査員の藤本
さんが初心者にも分かりやすく説明します。参加費無料。先着 10
人です。この機会にぜひご参加ください。
■申込期限　11月15日㈬　※先着 10 人で締め切ります。

★プロが教える！動画制作ワークショップ★ ■と　き　11月18 日㈯　午前 10 時～午後４時（予定）
■ところ　市役所本庁３階 302 会議室
■�準備物　ビデオカメラやスマホ、タブレットなど、動画が撮れ

る機材。編集ソフトをお持ちの人はご用意ください。
■申込方法　名前と連絡先を下記応募先へお伝えください。
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②�ねんきん定期便や年金振込通知書など各種通知書を確認・
ダウンロード

③持ち主のわからない年金記録の検索もできます
・��これからの人生設計に合わせた働き方の条件を設定して、

年金見込額をかんたんに確認できます。

■利用登録はとても簡単です
　「ねんきんネット」の利用には、ユーザー ID の取得（利
用登録）が必要です。利用登録には基礎年金番号（年金手
帳や年金証書に記載されている 10 桁の番号）が必要です。
手元に「ねんきん定期便」がある人は、アクセスキー（17
桁の番号。有効期限は「ねんきん定期便」が届いてから３
カ月間）を使って、簡単に利用登録できます。

■問い合わせ先
☎専用ダイヤル（ナビダイヤル）0570(058)555
　050 から始まる電話でかける場合　03(6700)1144
　受付時間　㈪～㈮　午前９時～午後７時
　　　　　　第２㈯　午前９時～午後５時
※�㈯㈰㈷（第２㈯を除く）および 12 月 29 日㈮～１月３日

㈬は利用できません。

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して毎年 11 月を「ね
んきん月間」として位置付け、国民の皆さんに公的年金を
身近に感じていただき、年金制度に対する理解を深めても
らえるよう普及・啓発活動を行っています。

■「一日年金出張相談所」を開設します
　「ゆめタウン光の森」で、無料の出張相談を開催します。
年金に関する相談・質問など気軽にお尋ねください。
と　き　11 月 28 日㈫　午前 10 時～午後３時
ところ　「ゆめタウン光の森」本館２階
　　　　( 北側エスカレーター横 )
※事前予約はできません。
※�個人の記録に関する相談は、「年金手帳」などの年金番号

がわかるもの、「免許証」などの身分証が必要です。
問い合わせ先　熊本東年金事務所　☎ 096(367)2503

■「ねんきんネット」をご利用ください。
・�これまでの年金記録を自宅のパソコンやスマートフォン

で、24 時間いつでも最新の年金記録を確認できます。
・インターネットならではの便利な使い方ができます。
①�日本年金機構に提出する一部の届書をパソコンで作成・

印刷

11 月は「ねんきん月間」

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

11月30日㈭は「年金の日」です

年末調整・確定申告まで大切に保管してください
　国民年金保険料は、所得税や住民税の申告で全額が社会
保険料控除の対象となります。その年の１月１日から12月
31日までに納付した保険料が対象です。この社会保険料控
除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付
が義務付けられています。
　１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付
した人には「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
（はがき）が日本年金機構から送付されます。年末調整や
確定申告の際には必ずこの証明書または領収証書を添付し
てください。家族の国民年金保険料を納付した場合も、本
人の社会保険料控除に加えることができます。家族宛てに
送られた控除証明書を添付して申告してください。

■11月上旬に送付する場合
　証明内容は、本年１月１日から９月30日までの間に納付
された国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合
の納付見込み額です。

■２月上旬に送付する場合
　年の途中から国民年金に加入したなど、10月１日から12
月31日までの間に初めて保険料を納付する人については、
翌年２月上旬に同様の証明書が送付されます。

■その他
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご
照会は、控除証明書のはがきに表示されている電話番号に
お問い合わせください。

■問い合わせ先
☎ねんきん加入者ダイヤル（ナビダイヤル）0570(003)004
　050 から始まる電話でかける場合　03(6630)2525
受付期間　11 月１日㈬～平成 30 年３月 15 日㈭
受付時間　㈪～㈮　午前８時 30 分～午後７時
　　　　　第２㈯　午前９時～午後５時
※�㈯㈰㈷（第２㈯を除く）および 12 月 29 日㈮～１月３日

㈬は利用できません。
※�ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合

は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけま
す。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話など）から
おかけになる場合は通常の通話料金がかかります。

※�「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番をつけ
て間違い電話になっているケースが発生しています。お
かけ間違いにご注意ください。

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

❸

九州を平定した菊池武光公騎馬像（菊池市）ガネめし（和水町）

八千代座（山鹿市）

詳
細
ス
ト
ー
リ
ー
③

菊
池
川
流
域
の
米
作
り
の
営
み
が
も
た
ら
し
た
豊
か
な
文
化

　
菊
池
川
は
水
田
を
潤
す
だ
け
で
な

く
、
米
の
輸
送
に
も
欠
か
せ
な
い
も

の
で
し
た
。
11
世
紀
頃
か
ら
４
５
０

年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
、
一
時
は

九
州
を
平
定
し
た
菊
池
一
族
は
、
菊

池
川
で
の
米
の
輸
送
な
ど
で
財
を
成

し
、
安
定
し
た
統
治
を
行
う
こ
と
で

米
作
り
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
菊
池
川
の

水
運
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
下
流
へ
と
下
っ
て
い
く
と

石
垣
で
整
備
さ
れ
た
「
高
瀬
船
着
場

跡
」が
見
え
て
く
る
の
で
す
が
、
こ

こ
で
は
菊
池
川
流
域
の
年
貢
米
を
集

め
、「
俵
こ
ろ
が
し
」と
い
う
石
畳
の

斜
面
を
使
っ
て
船
に
米
俵
を
載
せ
、

大
坂
（
現
在
の
大
阪
府
）な
ど
に
運

び
ま
し
た
。

　
菊
池
川
の
舟
着
場
と「
豊
前
街
道
」

が
交
差
し
た
山
鹿
湯
町
は
、
米
問
屋

や
麹こ

う
じ

屋
、
造
り
酒
屋
、
米
菓
子
屋
な

ど
米
を
扱
う
商
店
が
軒
を
連
ね
、
活

況
を
呈
し
ま
し
た
。
今
で
も
酒
蔵

や
麹
屋
な
ど
が
商
い
を
続
け
て
お

り
、
そ
の
町
並
み
は
訪
れ
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
米
問
屋
や
造
酒

屋
な
ど
で
財
を
成
し
た
商
人
た
ち
が

出
資
し
て
建
て
た
明
治
期
の
芝
居
小

屋
「
八
千
代
座
」も
、
当
時
の
に
ぎ

わ
い
に
負
け
ず
今
も
多
く
の
歌
舞
伎

役
者
や
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い

て
、往
時
の
風
情
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　
菊
池
川
流
域
に
は
、
田
の
神
に
豊

作
を
祈
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り

や
風
習
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

小
正
月
頃
、
子
ど
も
た
ち
が
田
の
畔

を
壊
す
モ
グ
ラ
を
追
い
払
い
、
田
植

え
前
に
は
雨
乞
い
踊
り
で
降
雨
を
祈

り
、
晩
夏
に
は
風
鎮
祭
を
催
し
稲
が

台
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
祈
願
す
る

の
で
す
。
収
穫
後
の
秋
以
降
に
は
、

例
大
祭
な
ど
で
実
り
を
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
舞
の
奉
納
な
ど
で
来
季
の

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。

　
こ
の
地
方
に
伝
わ
る
食
事
の
中
に

は
、
菊
池
川
が
流
れ
こ
む
有
明
海
で

取
れ
た
新
鮮
な
こ
の
し
ろ
に
す
し
飯

を
詰
め
た
「
こ
の
し
ろ
の
丸
ず
し
」

や
、
菊
池
川
で
取
れ
た
モ
ク
ズ
ガ
ニ

の
み
そ
を
溶
け
込
ま
せ
た
「
ガ
ネ
め

し
」な
ど
、
地
域
の
食
材
と
混
ぜ
合

わ
せ
た
米
ど
こ
ろ
な
ら
で
は
の
料
理

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
方
の
伝
統
的
な
酒「
赤
酒
」

は
、
保
存
の
た
め
に
草
木
を
焼
い
た

灰
を
入
れ
る
こ
と
で
酒
の
色
が
変
化

し
た
、
そ
の
名
の
ご
と
く
赤
い
色
が

特
徴
で
す
。
甘
み
が
強
く
、
江
戸
時

代
に
は
藩
の
酒
と
し
て
幕
府
へ
献
上

し
て
い
ま
し
た
。
地
元
で
は
祭
り
や

祝
い
事
で
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
正
月
の
お
と
そ
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ先 健康推進課保険年金係  ☎0968（25）7218、各支所市民生活課
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高校生の部優秀作文

菊池農業高等学校３年　遠
と お

山
や ま

桃
も

々
も

乃
の

さん

犬と創る明るい社会

社会を明るくする運動

　
私
は
大
阪
府
の
大
阪
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
高
層
ビ
ル
で
囲
ま

れ
た
私
の
故
郷
の
空
は
四
角
く
切
り
取
ら
れ
、

行
き
交
う
人
々
の
顔
も
そ
ん
な
空
の
よ
う
に

ど
こ
か
硬
い
表
情
で
す
。
私
が
熊
本
に
来
た

の
は
高
校
進
学
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
動
物
が
大
好
き
で
、
動
物
が
沢
山

い
る
菊
池
農
業
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
初

め
て
来
た
菊
池
は
空
が
広
く
、
明
る
く
、
道

を
歩
く
人
に
挨
拶
す
る
と
、
そ
れ
以
上
の
元

気
と
笑
顔
で
挨
拶
を
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

私
は
す
ぐ
に
菊
池
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
ッ
グ
部
と
い
う
部
活
に
入
部

し
た
私
は
、「
希
子
」
に
出
会
い
ま
し
た
。

十
九
頭
い
る
犬
の
中
で
、
一
目
見
た
瞬
間
か

ら
「
私
に
は
こ
の
子
し
か
い
な
い
！
」
と
確

信
に
も
似
た
強
い
想
い
を
抱
き
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
一
ヶ
月
程
経
っ
た
頃
私
は
、
い

つ
も
良
く
し
て
下
さ
っ
て
い
る
先
輩
か
ら
あ

る
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。「
一
緒
に
ふ
れ
あ
い

動
物
園
に
行
っ
て
み
ん
？
学
校
の
犬
を
連
れ

て
、
菊
池
の
軽
ト
ラ
朝
市
で
お
客
さ
ん
に
犬

と
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
う
と
よ
。
希
子
も
毎
月

行
っ
と
る
け
ん
。」「
な
ん
て
楽
し
そ
う
な
ん

だ
ろ
う
？
」
当
時
の
私
は
、
深
く
考
え
る
こ

と
も
な
く
、
喜
ん
で
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
見
た
光
景
は
本
当
に
素
敵
で
、
私

は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
犬
が
尻
尾
を
振
り
、

子
ど
も
が
笑
い
、
大
人
も
笑
顔
に
な
る
。「
こ

ん
な
明
る
い
空
間
を
私
た
ち
の
大
好
き
な
犬

が
創
り
だ
し
て
い
る
。」
そ
う
感
じ
た
私
は
、

ふ
れ
あ
い
動
物
園
を
運
営
す
る
こ
と
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
毎
月
の
軽
ト
ラ
朝
市
に
加
え
、

動
物
愛
護
祭
り
や
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
、
菊
池
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
ふ
れ
あ
い

動
物
園
に
進
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。
お
客
さ

ん
に
犬
を
抱
い
て
も
ら
う
方
法
や
、
犬
を
怖

が
る
子
ど
も
に
犬
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う

方
法
等
、
私
は
沢
山
の
こ
と
を
先
輩
か
ら
学

び
、
学
ぶ
た
び
に
お
客
さ
ん
の
笑
顔
が
増
え

と
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。「
お
客
さ
ん
の
笑

顔
は
、
明
る
い
空
間
は
犬
だ
け
が
創
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
。
人
と
犬
が
協
力
す
る
ふ
れ

あ
い
動
物
園
で
こ
そ
創
れ
る
も
の
な
ん
だ
！
」

私
は
希
子
と
共
に
ふ
れ
あ
い
動
物
園
で
、
人

を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
毎
月
の
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

先
輩
が
卒
業
し
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
頃
、

熊
本
を
大
き
な
地
震
が
襲
い
ま
し
た
。
私
の

大
好
き
な
菊
池
で
も
大
き
な
揺
れ
が
あ
り
、

寮
で
そ
れ
を
体
験
し
た
私
は
農
場
に
い
る
希

子
が
心
配
で
、
先
生
が
犬
た
ち
の
無
事
を
知

ら
せ
て
下
さ
る
ま
で
泣
き
続
け
ま
し
た
。
同

じ
敷
地
内
に
居
な
が
ら
希
子
に
会
え
た
の
は

次
の
日
の
昼
ご
ろ
で
し
た
。
怖
い
想
い
を
し

た
は
ず
な
の
に
、笑
顔
を
見
せ
て
尻
尾
を
振
っ

て
く
れ
る
希
子
と
ふ
れ
あ
い
、
元
気
を
取
り

戻
し
た
私
は
思
い
ま
し
た
。「
傷
つ
い
た
菊
池

に
、
希
子
た
ち
と
笑
顔
を
届
け
た
い
！
」
菊

池
は
目
に
見
え
る
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
往
来
の
店
が
閉
ま
り
、
余
震
の
影
響
か
、

行
き
交
う
人
も
減
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
次

の
軽
ト
ラ
朝
市
を
待
ち
続
け
ま
し
た
。

　

地
震
の
後
、
初
め
て
の
軽
ト
ラ
朝
市
は
５

月
に
な
り
ま
し
た
。
変
わ
ら
な
い
出
店
者
の

方
々
の
顔
ぶ
れ
と
、
皆
さ
ん
の
無
事
に
安
堵

し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
軽
ト
ラ
朝
市
は
や
は

り
、
お
客
さ
ん
が
い
つ
も
よ
り
減
っ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
走
り
回
る
よ
う
な
こ

と
も
な
く
、
ど
こ
か
寂
し
い
雰
囲
気
を
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
ふ
れ
あ
い
動
物

園
に
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
始
め
る
と
、
い
つ

も
通
り
、
い
や
、
い
つ
も
以
上
の
笑
顔
と
明

る
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち

の
「
お
客
さ
ん
に
笑
顔
に
な
っ
て
欲
し
い
気

持
ち
」
が
犬
た
ち
に
も
伝
わ
っ
た
の
か
、
子

ど
も
た
ち
を
沢
山
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
地
震
で
あ
ん
ま
り
遊
べ
な
か
っ
た
か
ら
ワ
ン

ち
ゃ
ん
た
ち
に
会
え
て
嬉
し
い
！
」
と
、
目

を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
は
大
人

を
、
私
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
震
で
元
気
を
な
く
し
て
い
た
菊
池
を
ふ
れ

あ
い
動
物
園
で
明
る
く
で
き
た
瞬
間
で
す
。

　

私
は
、
希
子
た
ち
が
私
た
ち
を
笑
顔
に
で

き
る
理
由
を
、
犬
が
持
つ
癒
し
の
力
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
は
ア
ニ
マ
ル

セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
を
立
証
し
よ
う
と
、
ふ
れ

あ
い
動
物
園
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

笑
顔
測
定
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ア
ニ
マ

ル
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
菊
池
に

も
っ
と
元
気
と
笑
顔
を
届
け
、
明
る
い
社
会

を
創
っ
て
い
く
た
め
で
す
。

　

希
子
と
共
に
二
年
間
ふ
れ
あ
い
動
物
園
を

続
け
、
明
る
い
菊
池
を
見
て
き
ま
し
た
。
卒

業
ま
で
あ
と
数
ヶ
月
、
も
っ
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
ふ
れ
あ
い
動
物
園
が
で
き
る
よ
う
に
、

努
力
を
続
け
、
後
輩
た
ち
に
引
き
継
い
で
い

き
ま
す
。
※
作
文
は
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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プラチナ未来人財育成塾の研修報告

プラチナ未来人財育成塾

　

僕
は
八
月
三
日
か
ら
八
月
七
日
の
五
日
間
、

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
初
日
。
当
時
の
僕
は
一
つ
の
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
各

県
か
ら
集
ま
っ
た
中
学
生
と
の
五
日
間
の
共

同
生
活
に
、
自
分
は
馴
染
み
き
れ
る
の
か
、

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
講
義
を
聞
く
こ
と
に

つ
い
て
は
、
何
も
不
安
は
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
あ
ま
り
お
互
い
を
よ
く
知
ら
な
い
人
達

と
の
交
流
は
自
分
に
と
っ
て
と
て
も
難
し
い

課
題
で
し
た
。
し
か
し
日
を
重
ね
て
い
く
に

連
れ
、
周
り
の
人
達
が
僕
に
対
し
て
気
さ
く

に
、
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
集
団

に
馴
染
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
ん
な
不
安
は

す
ぐ
に
消
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
充
実
し
た
五
日
間
で
し
た
が
、
そ

の
中
で
沢
山
の
著
名
人
の
講
義
の
内
、
特
に

自
分
に
と
っ
て
得
る
も
の
が
あ
っ
た
、
四
人

の
方
々
の
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
目
は
、
小
西
龍
治
先
生
の
話
で
す
。

こ
の
講
演
を
聞
い
て
、僕
は
と
て
も
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。〝
リ
ー

ダ
ー
は
身
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
引
き

受
け
る
。〟
こ
の
言
葉
は
、
今
の
自
分
が
持
つ

べ
き
課
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
菊
池
南
中
学
校
を
引
っ
張
っ
て
い
く

生
徒
会
役
員
の
一
員
と
し
て
、
書
記
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
小
西
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
、〝
身
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

引
き
受
け
る
。〟
そ
れ
が
き
ち
ん
と
出
来
て
い

る
の
か
、
と
て
も
悩
み
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
役
目
を
果
た
せ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
、
生
徒
会
役
員
の
一
員
と
は
、
た
だ

の
肩
書
き
だ
け
で
は
な
い
の
か
。
リ
ー
ダ
ー

と
は
、
形
で
は
な
く
自
分
自
身
の
志
か
ら
成

る
も
の
だ
と
、
こ
の
時
実
感
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
他
人
の
目
を
気
に
し
て
い
た
自
分
で

は
、
と
う
て
い
務
ま
ら
な
い
役
割
だ
と
思
い

ま
し
た
。
書
記
と
言
う
形
に
は
ま
る
だ
け
で

は
、
学
校
を
動
か
す
力
は
持
て
ま
せ
ん
。
小

西
先
生
い
わ
く
、「
常
に
自
分
よ
り
上
と
思
わ

れ
る
も
の
に
挑
戦
す
る
」
こ
と
が
、リ
ー
ダ
ー

の
素
質
を
育
て
る
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
菊
池
康
紀
先
生
の
講
座
で
す
。
こ

れ
を
聞
い
て
僕
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
考

え
の
視
野
が
広
く
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
素
質
を
持
と
う
と
、
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
な
け

れ
ば
影
響
力
は
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
先
を
見
据
え

る
こ
と
。
出
来
る
こ
と
と
し
て
、
努
力
は
必

須
と
言
う
こ
と
。
し
た
い
こ
と
を
考
え
る
た

め
に
も
、
固
定
観
念
を
捨
て
る
こ
と
。
こ
の

三
つ
も
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

次
に
御
手
洗
瑞
子
先
生
の
話
で
、
と
て
も

感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

が
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
目
標
を
組
み
立
て
て

い
く
上
で
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
ま

ず
、
自
分
の
志
、
羅
針
盤
と
な
る
も
の
を
見

つ
け
る
こ
と
で
す
。
岐
路
や
課
題
に
直
面
し

た
と
き
、
自
分
が
ど
う
動
く
か
決
め
て
お
く
。

自
分
の
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
こ
と
が
、
自
分
の

理
想
的
な
夢
を
描
き
、
実
現
に
導
い
て
い
け

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
色
々
な
事

に
触
れ
、
色
々
な
事
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
も
の
に
思
い
や
り
を
持
て
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
行

動
は
明
日
や
明
後
日
、
明
々
後
日
か
ら
じ
ゃ

な
い
、
今
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
思
い
立
っ

た
ら
す
ぐ
さ
ま
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
事
な

ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
為
末
大
先
生
の
話
を
受
け
て
、

僕
は
自
分
の
や
り
た
い
事
、
出
来
る
事
、
そ

れ
ら
が
全
て
明
確
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
来
る
事
の
範
囲
、
自
分
の
限
界
は
定
ま

る
こ
と
は
無
い
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
先

生
の
言
っ
た
よ
う
に
、
僕
は
今
ま
で
「
常
識

が
限
界
だ
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
思
っ

て
い
る
以
上
は
、
自
分
の
想
像
の
範
囲
で
し

か
物
事
は
動
か
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
常
識
は
誰
か
の
手
で
、
例
え

ば
自
分
に
も
変
え
ら
れ
る
も
の
な
ん
だ
と
、

自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
為
末
先
生
の
話
を
聞

い
て
、
自
分
の
中
に
あ
っ
た
気
の
迷
い
が
無

く
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
僕
は
リ
ー
ダ
ー

の
素
質
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻
く
フ
ォ
ロ

ワ
ー
の
重
要
性
、
自
分
が
生
き
て
い
く
中
で

価
値
観
を
育
て
て
い
き
、
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
学

び
、
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
周
り
の
考
え
を
す
ぐ
う
の
み

に
せ
ず
、
自
分
の
意
思
を
持
っ
て
物
事
を
判

断
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
五
日
間

で
の
多
く
の
方
々
と
の
交
流
や
講
義
は
、
自

分
に
と
っ
て
大
変
意
味
の
あ
る
活
動
で
し
た
。

自
分
が
聞
い
た
こ
と
で
、
得
た
こ
と
、
こ
れ

か
ら
経
験
し
て
い
く
こ
と
を
も
と
に
、
将
来

の
自
分
を
築
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

作　文 作　文
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流
行
の
時
期

　

ウ
イ
ル
ス
は
温
度
が
低
く
乾
燥
し

た
冬
を
好
み
ま
す
。
空
気
中
に
漂
っ

て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
長
生
き
で
き
る

た
め
、
日
本
で
は
12
月
か
ら
3
月
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。

の
ど
や
鼻
の
粘
膜
の
防
御
機
能
を
低

下
さ
せ
て
し
ま
う
時
期
で
、
感
染
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

感
染
経
路

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
、
主

な
原
因
と
し
て
、
飛
沫
感
染
と
接
触

感
染
が
あ
り
ま
す
。

●
飛
沫
感
染

　

感
染
し
た
人
が
咳
や
く
し
ゃ
み
を

す
る
こ
と
で
飛
ん
だ
飛
沫
（
水
滴
）

に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
別
の
人
が

口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
ん
で
し
ま
い
、

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
り
込
み
感
染

し
ま
す
。

●
接
触
感
染

　

感
染
し
た
人
が
咳
や
く
し
ゃ
み
を

す
る
と
き
に
手
で
押
さ
え
た
後
や
鼻

水
を
手
で
ぬ
ぐ
っ
た
後
に
、
ド
ア
ノ

ブ
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど
に
触
れ
る
と
、

そ
の
触
れ
た
場
所
に
ウ
イ
ル
ス
を
含

ん
だ
飛
沫
が
付
着
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
所
に
別
の
人
が
手
で

触
れ
、
さ
ら
に
そ
の
手
で
鼻
、
口
に

再
び
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
粘
膜
な

ど
を
通
じ
て
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入

り
込
み
感
染
し
ま
す
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
主
治
医
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
早
め
に
治
療
す
る
こ
と
は
、

重
症
化
を
防
ぎ
自
分
の
身
体
を
守
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
う
つ
さ
な
い
と
い

う
意
味
で
も
重
要
で
す
。

合
、
70
～
90
％
く
ら
い
、
小
児
の
場

合
は
さ
ら
に
低
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
予
防
接
種
を
し
て
お
く
こ
と
で
、

病
気
に
か
か
り
に
く
く
、
か
か
っ
て

も
重
症
化
を
予
防
で
き
ま
す
。
流
行

の
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
に
12
月
中

旬
ま
で
に
予
防
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

早
め
の
治
療
を

　

風
邪
よ
り
症
状
が
激
し
い
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
い
え
ど
も
、
十
分
な
体

力
と
免
疫
力
が
あ
れ
ば
自
然
に
治
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
流
行

時
期
に
高
熱
（
38
～
40
度
）
や
頭
痛
、

筋
肉
痛
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、早
い
う
ち
（
48
時
間
以
内
）

　

保
健
所
で
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
前
後
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
拡
充

し
て
実
施
し
ま
す
。
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

起
こ
る
病
気
で
す
。HIV

に
感
染
す

る
と
、
免
疫
力
が
低
下
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
感
染
症
や
悪
性
の
腫
瘍
な
ど
が

現
れ
ま
す
。

　

感
染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏

期
が
あ
り
、
早
期
発
見
し
て
治
療
を

始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
し
た

り
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
人
へ
の
感
染
を
広
げ
な

い
た
め
に
も
一
度
は
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
検
査
は
採
血
だ
け
で
、
当

日
に
結
果
が
分
か
り
ま
す
。

問
菊
池
保
健
所　
☎（
25
）４
１
３
８

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

症
状
の
経
過

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
後
、
1
～
3
日
間
の
潜
伏
期
間
を

経
て
、
突
然
38
～
40
度
の
高
熱
が
出

て
発
症
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

悪
寒
、
頭
痛
、
背
中
や
四
肢
の
筋
肉

痛
、
関
節
痛
、
全
身
倦
怠
感
な
ど
の

症
状
が
発
症
。
続
い
て
、
鼻
水
、
の

ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状
も
現
れ
ま
す
。

発
熱
は
通
常
3
～
7
日
間
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を

併
発
し
、
脳
炎
や
脳
症
な
ど
重
症
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

合
併
症
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
死
亡
の
大
き
な
原
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
、
妊
婦
、
乳
幼
児
、
基
礎

疾
患
（
慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心

疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
、

腎
機
能
障
害
、
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な

ど
に
よ
る
免
疫
機
能
不
全
な
ど
）
の

人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、

気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
、

重
症
化
す
る
と
最
悪
の
場
合
は
死
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
、「
水
分
を
取
っ
た
後
吐
い
て

し
ま
っ
て
元
気
が
な
い
」「
意
識
が

は
っ
き
り
せ
ず
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い

る
」「
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
」
な
ど

の
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
脳
炎

や
脳
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
な
成
人
で
あ
れ
ば
一
週
間
ほ

ど
で
治
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
が
下
が
っ
て
も
体

内
に
は
残
っ
て
い
る
た
め
、
他
人
に

う
つ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
流
行
を
最

小
限
に
抑
え
る
た

め
に
、
熱
は
下
が
っ

て
も
2
～
3
日
安

静
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

予
防
法

【
日
常
生
活
で
で
き
る
予
防
法
】

栄
養
と
休
養
を
十
分
取
る

　

体
力
を
つ
け
て
抵
抗
力
を
つ
け
る

こ
と
で
、
感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

適
度
な
室
温
を
保
つ

　

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
が
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
加
湿

器
な
ど
で
室
内
の
湿
度
を
50
～
60
％

に
保
ち
、
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を
抑
え

ま
し
ょ
う
。

�

外
出
後
の
手
洗
い
と

う
が
い

　

手
洗
い
は
接
触

に
よ
る
感
染
を
防
ぎ
、

う
が
い
は
口
の
中
を

洗
浄
し
、
の
ど
の
乾

燥
を
防
ぎ
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用

　

他
人
か
ら
の
感
染

を
防
ぐ
効
果
が
あ
り

ま
す
。

人
ご
み
を
避
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き

た
ら
、
な
る
べ
く
人
ご
み
や
繁
華
街

へ
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
法
】

予
防
接
種

　

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
が
、
予
防
接
種
を

受
け
ら
か
ら
と
い
っ
て
絶
対
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
の
場

これからの季節はインフルエンザが流行します。インフルエンザは、「イ
ンフルエンザウイルス」によって引き起こされる感染症です。通常の
風邪とは異なり、感染力が強く、重症化しやすい病気です。予防に心
がけ健康に過ごしましょう。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

９
月
８
日
・
15
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）
※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

田た

島し
ま　

旭あ
さ
ひ　

（
○菊  

上
長
田
）

倉く
ら

岡お
か

穂ほ
た
か尭　

（
○菊  

北
宮
）

渡わ
た

邊な
べ

愛め
ぐ
る琉　

（
○菊  

北
宮
）

中な
か

村む
ら

太た

一い
ち　

（
○菊  

大
琳
寺
）

髙た
か

木き

結ゆ

愛あ　
（
○菊  

片
角
）

緒お

方が
た

陽は
る

馬ま　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

藤ふ
じ

原わ
ら

柚ゆ

衣い　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

迎む
か
え

田だ

陽ひ

菜な

乃の

（
○菊  

雪
野
）

城じ
ょ
う　

暖は
る

妃ひ　
（
○菊  

高
野
瀬
）

藤ふ
じ

本も
と

蓮は
ず

輝き　
（
○菊  

高
野
瀬
）

林は
や
し　

瑠る

奈な　
（
○泗  

三
万
田
）

大お
お

島し
ま　

朔さ
く　

（
○泗  

久
米
一
）

鳴な
る

松ま
つ

咲は

花な　
（
○泗  

南
住
吉
）

米よ
ね

田だ

陽は
る

真ま　
（
○泗  

南
住
吉
）

北き
た　

蘭か
の
ん暖　

（
○泗  

富
の
原
一
）

髙た
か

瀬せ

颯そ
う

介す
け　

（
○泗  

富
の
原
中
央
）

立た
て

山や
ま

煌こ
う

晴せ
い　

（
○泗  

富
の
原
北
）

辻つ
じ　

竣し
ゅ
ん

太た　
（
○泗  

富
の
原
西
）

坂さ
か

井い

莉り

子こ　
（
○泗  

富
の
原
西
）

吉よ
し

田だ

玲れ

王お　
（
○泗  

富
出
分
）

吉き

良ら

莉り

恵え

琉る

（
○泗  

東
原
団
地
）

村む
ら

上か
み

大ひ
ろ

翔と　
（
○泗  

田
島
団
地
）

宮み
や

田た

結ゆ

羽う　
（
○泗  

薬
師
）

永な
が

田た

和か
ず

真ま　
（
○泗  

高
江
）

森も
り

川か
わ

結ゆ

唯い　
（
○泗  

久
米
二
）

塚つ
か

本も
と

陽ひ
び
き煌　

（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

藤ふ
じ

嶽た
け

倫り
ん

子こ　
（
○旭  

新
明
団
地
）

平ひ
ら

井い

快か
い

都と　
（
○七  

甲
佐
町
）

❶�

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き

❷�

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸�

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

インフルエンザと風邪の違い

平成29年度 市のインフルエンザ予防接種

インフルエンザ 風邪

発症 急激で感染力が強い ゆっくりで感染力が弱い

初期症状 発熱、悪寒、頭痛 鼻咽頭の乾燥感及びくしゃみ

主な症状
38度以上の高熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、倦怠感、鼻水、のどの痛み、下痢、
腹痛　など

微熱、鼻水、鼻づまり、くしゃみ、咳

合併症 気管支炎、肺炎、脳炎、脳症 合併症を引き起こすのはまれ

定期接種 任意接種（行政措置）

対象者 65歳以上 1歳～
13 歳未満

13 歳以上
～ 64 歳

接種回数 1 回 2 回 1 回
個人負担金 1,300円 1,800円

詳しくは広報きくち10月号、ホームページなどを
ご確認ください。

■ 接種期限：12月31日㈰まで
■ 接種期間：委託医療機関（予約制）
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高
木　
　
精

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

桜
葉
を
夕
べ
掃
き
寄
せ
今
朝
も
掃
く
に
ま
た
も
散
ら
せ
る
一
陣
の
風

夕
暮
れ
の
終
わ
り
て
突
と
夜
に
入
る
瞬
時
の
移
り
旅
の
車
窓
に

身
巡
り
に
稲
穂
の
稔
る
景
色
な
く
休
耕
田
に
秋
の
風
吹
く

蔓
草
の
生
い
茂
り
ゐ
る
夏
花
壇
朝
あ
さ
抜
き
て
菊
鉢
を
置
く

蘇
り
し
「
蔵
」
に
て
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
織
り
な
す
音
色
に
古
木
の
鼓
動

川
口　
敦
子

宮
本　
淑
子

前
原　
ゆ
み

山
城　
雅
子

林　
　
淑
子

は
か
な
き
は
儚
き
ま
ま
の
青
春
の
虚
し
さ
留
め
雲
は
流
る
る

ち
ぎ
れ
雲
青
空
か
け
る
夏
の
朝
台
風
去
り
て
木
の
葉
眩
し
い

若
竹
の
伸
び
ゆ
く
早
し
今
朝
ニ
尺
明
日
は
軒
越
え
枝
さ
し
延
べ
む

秋
祭
り
は
だ
し
で
歩
む
浴
衣
の
娘こ

馴
れ
ぬ
赤
緒
の
下
駄
を
ぶ
ら
下
げ

零
れ
実
の
白
き
花
咲
く
鳳
仙
花
愛
犬
戯
れ
黒
き
実
飛
ば
す

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

山
下　
菊
代

山
田　
弘
子

北
村　
玉
恵

過
去
全
て
胸む

な
裡う
ち
深
く
と
じ
込
め
て
端は
し
居ゐ

と
っ
ぷ
り
日
の
暮
る
る
ま
で

秋
雲
の
豊
か
な
る
影
連
山
の
蒼
き
憂
ひ
は
深
み
ゆ
く
ら
し

地
に
遊
び
い
た
る
や
雀
い
っ
せ
い
に
放
射
に
飛
び
て
電
線
に
乗
る

久
々
に
熟
睡
し
た
る
事
ひ
と
つ
き
っ
と
１
日「
ハ
レ
」で
す
ご
せ
る

貧
し
さ
が
わ
れ
を
臆
病
に
せ
し
こ
と
か
木
蓮
の
葉
は
風
に
光
れ
り

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

岩
永　
典
子

古
賀　
勝
士

患
者
食
口
に
は
合
わ
ず
箸
重
し
摂
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
生
き
ゆ
く
為
に

宴
会
の
し
め
を
頼
ま
れ
研
修
の
成
果
を
称
え
万
歳
唱
う

野
戻
り
の
足
止
ま
ら
す
る
そ
ち
こ
ち
と
草
陰
に
ひ
そ
み
鳴
く
虫
の
声

病
い
得
て
三
つ
き
ぶ
り
な
る
田
に
出
会
う
垂
れ
る
稲
穂
が
我
が
眼
離
さ
ず

秋
の
夜
は
虫
ら
の
楽
園
し
き
り
鳴
く
吾
を
励
ま
す
如
く
に
聞
き
い
る

七
城
短
歌
会  

９
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

９
月
詠
草

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 
９
月
歌
会

菊
池
短
歌
会  

９
月
詠
草

台
風
が
逸
れ
て
安
堵
の
栗
拾
う

釣つ
る
瓶べ

落お
と
し
足
早
に
な
る
家
路
か
な

更
け
る
夜よ

や
川
の
流
れ
と
虫
の
声

群
れ
飛
び
て
入い
り
日ひ

に
溶
け
る
赤
蜻と
ん
蛉ぼ

新
築
の
寺
輝
き
て
秋
彼
岸

藤
本
ア
ツ
子

寺
本　
和
子

森　
　
正
子

五
丁　
義
昭

藤
本　
邦
治

雉
子
の
ひ
な
憩
う
露
草
ゆ
ら
し
け
り

童
心
に
神
風
信
じ
終
戦
日

墓
参
し
て
貰
っ
て
帰
る
お
盆ぼ

ん
玉だ
ま

気
合
入
れ
急せ

き
た
つ
る
ご
と
蝉
し
ぐ
れ

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

た
ま
る
と
は　
私
の
兄
の
名
前
で
す

た
ま
る
と
は　
ゴ
ミ
と
借
金
ば
あ
っ
か
り

二
度
寝
入
り　
目
が
覚
め
た
の
は
昼
だ
っ
た　

そ
つ
の
な
さ　
実
の
な
る
木
だ
け
植
え
と
ら
す

二
度
寝
入
り　
生
き
と
る
ど
か
て
見
ぎ
ゃ
こ
ら
す

御
手
洗
三
代

井
手　
水
光

柏
原　
乗
仏

宮
上　
美
由

山
隈　
好
茶

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

９
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会  

９
月
例
会

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

９
月
例
会

痛
い
か
と
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
で
見
入
る
児
ら

朝
の
園
庭
バ
ッ
タ
に
夢
中

※�

10
月
号
の
３
首
目
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
再
掲
し
ま
す
。

緒
方　
悦
子

「
里
」
短
歌
会  

８
月
詠
草

ばけばけはっぱ
藤本ともひこ／著 
(ハッピーオウル社)
さまざまな色や形の葉っぱの
中に生き物が隠れています。誰
かな?葉っぱを「ふーっ!」と吹
いてみよう!カラフルな落ち葉
を使った秋にぴったりの写真
絵本です。（所蔵館:泗水、七城）

菊池市図書館ホームページ  http://www.library-kikuchi.jp
中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

※11月25日㈯ オープン
［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

泗水図書館
　浮遊
　神様の裏の顔
　愚行録
　光の庭
　ぼくたちのリアル
　幸運は、必ず朝に訪れる
　おさよさんの無理なくつづく家事ぐせ
　犬が来る病院
　みてろよ！父ちゃん！！
　しましまかしてください
七城図書館
　五弁の秋花
　京都ぎらい
　陸王
　さあ、しゃしんをとりますよ

　なきむしにかんぱい！
　チキン！ 
旭志図書館
　劇場
　弥栄の烏
　熊本の怖い話
　a.k.b.のいちばんわかりやすいUVレジン教室
　続ざんねんないきもの事典
　おもしろい！進化のふしぎ
　にんげんごみばこ
　おともだちのぷ

 
高
たか

嶋
しま

哲
てつ

夫
お

／著
藤
ふじ

崎
さき

　翔
しょう

／著
貫
ぬく

井
い

徳
とく

郎
ろう

／著
吉
よし

川
かわ

トリコ／著
戸

と

森
もり

しるこ／著
枡
ます

野
の

俊
しゅん

明
みょう

／著
おさよさん／著

大
おお

塚
つか

敦
あつ

子
こ

／著
くすのきしげのり／作

林
はやし

なつこ／作

梶
かじ

よう子
こ

／著
井
いの

上
うえ

章
しょう

一
いち

／著
池
いけ

井
い

戸
ど

潤
じゅん

／著
ナンシー・ウィラード／文

トミー・デ・パオラ／絵
宮
みや

川
がわ

ひろ／作、小
こ

泉
いずみ

るみ子
こ

／絵
いとうみく／作、こがしわかおり／絵

又
また

吉
よし

直
なお

樹
き

／著
阿

あ

部
べ

智
ち

里
さと

／著
寺
てら

井
い

広
ひろ

樹
き

/著
a.k.b.／著

今
いま

泉
いずみ

忠
ただ

明
あき

／監修

のぶみ／作
まつあきのり／作・絵

図書館でも色んなイベントを開催しています。 チェックしてみてくださいね！（ホタル）

　くるくる回すと、しゃぼん玉みたい
に見える楽しいおもちゃを作ります。
参加希望の方はカウンターへお申し
込みください。

　生涯学習センターの開館に合わせ、中央図書館でも
さまざまな催しを行います。詳しくは別刷りのチラシ
をご覧ください。皆さまのご来館をお待ちしています。

※�中央図書館の開館に合わせ、順次導入します。詳し
くは中央図書館までお問い合わせください。

※�オープニングイベントに伴い、11月25日㈯～27日㈪
は泗水図書館・七城図書館・旭志図書館を休館しま
す。ご了承ください。

11月19日㈰
午後2時～2時30分

と き

11月25日㈯ 午後１時～５時
11月26日㈰ 午前９時～午後５時

と き

10人定 員 無料参加費

●市内４館どこでも資料の貸出と返却が可能
●�図書館のホームページから所蔵の検索や貸

出中の資料への予約が可能
●借りた本を記録できる図書通帳機を導入
●自動貸出機を導入（中央・泗水図書館）
●中央図書館は土・日・祝日も開館
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人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

146

　

９
月
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」

が
発
効
し
、
そ
の
第
一
回
締
約
国
会
議

が
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
水
俣
条
約
は
、
メ
チ
ル
水
銀
に
よ
っ

て
深
刻
な
神
経
障
害
を
引
き
起
こ
し
た

水
俣
病
の
よ
う
な
被
害
を
二
度
と
く
り

返
さ
な
い
た
め
、
熊
本
で
２
０
１
３
年

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
連
環
境
計
画
に
よ
る
と
、
水
銀
の

不
適
切
処
理
が
ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ

ア
で
行
わ
れ
て
い
て
、
先
進
国
の
支
援

が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
締

約
会
議
に
は
日
本
か
ら
坂さ

か
本も

と
し
の
ぶ
さ

ん
や
水
俣
市
長
、
環
境
省
親
善
大
使
の

水
俣
高
校
２
年
の
澤さ

わ
井い

さ
ん
の
３
人
が

出
席
し
、「
水
俣
へ
の
思
い
を
捧
げ
る

時
間
」
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　

坂
本
し
の
ぶ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
で

す
。「
私
は
坂
本
し
の
ぶ
で
す
。
水
俣

か
ら
来
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の
お
な
か

の
中
で
水
俣
病
に
な
り
ま
し
た
。
胎
児

性
の
水
俣
病
で
す
。
私
も
み
ん
な
も
ど

ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
水
俣

病
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん

の
人
が
闘
っ
て
い
ま
す
。
言
い
た
い
こ

と
が
あ
っ
て
来
ま
し
た
。
女
の
人
と
子

ど
も
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
銀
の
こ

と
を
ち
ゃ
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
ま
だ
条
約
に
批
准
し
て
い
な
い
国
の

代
表
は
「
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に
と

の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
た
。勇
気
を
持
っ

て
世
界
に
伝
え
た
姿
に
涙
が
出
た
。
水

俣
で
何
が
起
き
た
か
の
か
自
国
に
伝

え
、
今
年
中
の
批
准
を
目
指
し
た
い
」

と
強
く
語
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

水
俣
病
は
終
わ
っ
て
い
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
吉よ

し

山や
ま

義よ
し

信の
ぶ

　
水
俣
病
公
式
確
認
か
ら
61
年
経
ち
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
も
多
く
の
被
害
者

が
病
に
苦
し
み
、
差
別
や
偏
見
に
傷
つ

き
裁
判
が
続
い
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
工
場
か
ら
垂
れ
流
さ
れ
た

水
銀
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
エ
コ
パ
ー
ク

の
耐
久
性
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

も
自
然
も
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
水

俣
病
は
ま
だ
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
坂
本
さ
ん
は
中
学
3
年
生
の
時
に
も

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で

開
催
さ
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議
で
、

「
水
俣
病
は
治
ら
ん
け
ど
、
ひ
ど
く
は

な
っ
て
い
く
。
ど
こ
ま
で
生
き
ら
れ
る

か
わ
か
ら
ん
か
ら
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
水
銀
被

害
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
ま

す
。「
生
命
の
尊
厳
」
と
向
き
合
っ
て

い
る
人
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
か
ら
世
界

の
人
々
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

熊本県人権同和政策課編
「人権研修テキスト」より

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「続・九州の一本桜」展　梅野秀和
期　間：～ 11 月５日㈰
　何十、何百の桜が咲き競う光景は見事ですが、一本だけ
でも、有名でなくても、心に残る桜があります。

「渓谷の四季」安永隆敏写真展
期　間：11 月７日㈫～ 26 日㈰
　熊本地震で菊池渓谷も被災し、１年半が過ぎました。早
く復興されることを願って個展を続けていきます。

【まちかど資料館企画展】
「黒肥地コレクション展」
期　間：～ 11 月 26 日㈰
　長年菊池の文教に尽くした渋江家や幕末の思想家横

よ こ

井
い

小
しょう

楠
な ん

の書、細川藩家老の沢
さ わ

村
む ら

大
だ い

学
が く

ゆかりの掛け軸、刀剣など
数十点を展示します。

家
庭
料
理
大
集
合
・
食
の
文
化
祭

　
「
行
事
食
」
と
聞
い
て
何
を
思
い
出

し
ま
す
か
？
冬
至
の
か
ぼ
ち
ゃ
料
理
、

正
月
の
お
せ
ち
…
。
節
目
ご
と
に
収
穫

に
感
謝
す
る
料
理
を
食
べ
、
生
活
に
変

化
と
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
に
加
え
、

御
馳
走
を
食
べ
る
こ
と
で
栄
養
を
摂
る

と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
行
事
食
と
同
様
、
家
庭
料
理
に
も
そ

の
地
域
に
根
ざ
し
た
食
材
や
味
付
け
が

あ
り
ま
す
。
経
験
と
歴
史
に
培
わ
れ
た

「
地
域
の
味
」
を
受
け
継
ぎ
、
後
の
世

代
に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
水
源
地
域
で
は
、
各
地
区
か
ら
市
内

の
食
材
を
使
っ
た
家
庭
料
理
を
持
ち
寄

り
展
示
、
試
食
し
食
に
つ
い
て
語
り
合

う
「
水
源
食
の
文
化
祭
」
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
で
14
回
目
。
皆
さ

ん
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
26
日
㈰

　
　
　
　
正
午
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流

館参
加
費　
千
円
（
小
学
生
５
０
０
円
。

未
就
学
児
は
無
料
）

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※ 11 月の閉館日はありません。

食の文化祭

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇58

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

「
１
千
冊
読
書
法
」１
日
一
冊
、３
年
間

　

あ
る
女
性
会
社
員
が
毎
日
の
読
書

を
通
し
て
う
つ
病
を
克
服
し
て
書
い
た

「
１
千
冊
読
書
法
」
と
い
う
本
が
今
注

目
を
集
め
て
い
る
。

　
彼
女
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
就
職
し
た

職
場
で
10
年
以
上
勤
め
た
が
、
あ
る
瞬

間
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
か
ら
抜
け

る
の
を
感
じ
た
。
真
面
目
な
彼
女
は
、

一
人
で
の
育
児
の
寂
し
さ
や
学
歴
の
劣

等
感
、
変
化
の
無
い
人
生
の
虚
し
さ
か

ら
う
つ
病
に
な
り
、
結
果
会
社
で
は
厳

し
い
上
司
、
家
で
は
神
経
質
な
母
親
に

な
っ
た
。

　
彼
女
は
絶
望
の
淵
で
も
が
い
て
い
た

時
、
あ
る
講
演
会
で
聞
い
た
「
２
千
冊

の
本
を
読
め
ば
頭
が
冴
え
る
」
と
い
う

言
葉
が
き
っ
か
け
で
読
書
を
始
め
、
そ

れ
が
彼
女
の
生
活
を
少
し
ず
つ
変
え
た
。

ど
う
し
て
も
消
え
な
か
っ
た
心
配
が
本

を
読
む
瞬
間
だ
け
は
頭
の
中
か
ら
消
え

た
。
睡
眠
時
間
も
少
し
ず
つ
増
え
、
食

欲
も
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
彼
女
は
毎

日
一
冊
本
を
読
む
こ
と
に
し
、
そ
れ
を

「
１
千
冊
読
書
法
」
と
名
付
け
た
。

　
こ
の
本
は
う
つ
病
に
か
か
っ
た
著
者

が
、
毎
日
本
を
読
み
な
が
ら
生
き
る
意

欲
を
取
り
戻
し
情
熱
的
な
人
間
に
生
ま

れ
変
わ
る
体
験
談
だ
。
彼
女
は
１
０
０

冊
本
を
読
む
と
心
が
安
定
し
、
３
０
０

冊
目
で
人
を
憎
む
心
が
消
え
、
５
０
０

冊
読
ん
だ
後
は
周
囲
の
事
に
好
奇
心
が

蘇
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
８
０
０
冊
読

ん
だ
時
作
家
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を

持
ち
、
千
冊
読
ん
だ
時
つ
い
に
そ
の
夢

を
か
な
え
た
。 

　
彼
女
は
「
１
千
冊
読
書
法
は
毎
日
一

冊
の
本
を
読
破
す
る
の
で
は
な
く
、
毎

日
１
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
て
も
欠
か
さ
ず
本

を
読
む
事
…
」
と
言
う
。

　
人
生
に
ス
ラ
ン
プ
は
付
き
物
だ
。
重

要
な
の
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く

「
暮
ら
し
の
筋
肉
」
を
持
っ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
だ
。
本
は
自
分
の
崩
れ
た

自
尊
心
を
回
復
し
無
気
力
な
日
常
に
生

気
を
吹
き
込
む
。
新
た
な
考
え
や
見
方

を
教
え
て
く
れ
理
解
を
深
め
て
く
れ
る
。

そ
れ
は
最
も
変
え
難
い
「
自
分
」
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
新
た
に

生
き
て
行
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
筋
肉

を
得
る
こ
と
に
な
る
。 

　
こ
の
著
者
は
目
が
回
る
ほ
ど
忙
し
い

中
で
も
１
日
３
時
間
ず
つ
時
間
を
確
保

し
て
読
書
に
投
資
し
た
。 

毎
日
一
冊

の
本
を
読
み
な
が
ら
も
仕
事
、
家
庭
、

社
会
生
活
と
ど
れ
一
つ
手
を
抜
か
な
い

彼
女
の
姿
は
我
々
も
１
千
冊
読
書
に
成

功
で
き
そ
う
な
自
信
感
を
与
え
て
く
れ

る
。

　
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
の
中
に
、

「
菊
池
川
流
域
の
弥
生
時
代
の
大
集

落
遺
跡
群
」
が
あ
り
ま
す
。
菊
池
市

で
は
弥
生
時
代
後
期
の
小
野
崎
遺
跡
、

う
て
な
遺
跡
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

小
野
崎
遺
跡

　

小
野
崎
遺
跡
は
菊
池
川
と
菊
池
川

の
支
流
で
あ
る
合
志
川
と
に
挟
ま
れ

た
台
地
上
に
立
地
し
ま
す
。
遺
跡
近

く
の
西
側
に
は
合
志
川
、
遺
跡
の
北

東
方
向
約
5
0
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

箇
所
に
は
菊
池
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
河
川
は
侵
入
す
る
外
敵
を

防
ぐ
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
落
に
は
環か

ん

濠ご
う

が
巡
っ
て
お

り
、
居
住
域
と
墓
域
と
が
分
け
ら
れ

て
い
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
居
住
域

に
は
多
数
の
竪
穴
建
物
跡
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
同
じ
場
所
で
建
て
替
え

て
い
ま
す
。
多
量
の
土
器
や
石
器
、

鏡
な
ど
の
青
銅
器
が
出
土
し
て
お
り
、

中
心
的
な
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

朝
鮮
半
島
か
ら
の
搬
入
品
と
考
え
ら

れ
る
銅
釦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

う
て
な
遺
跡

　

う
て
な
遺
跡
は
菊
池
川
の
支
流
で

あ
る
迫
間
川
東
側
の
う
て
な
台
地
上

菊
池
川
流
域
の
弥
生
時
代
集
落
遺
跡
と

米
つ
く
り

に
あ
り
ま
す
。
二
重
、
三
重
に
巡
る

環
濠
を
も
つ
弥
生
時
代
後
期
の
集
落

跡
で
す
。
そ
れ
以
外
は
古
墳
時
代
の

木
棺
墓
、
中
世
の
火
葬
墓・掘
立
建
物・

道
路
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
野
崎
遺
跡
と
同
じ
よ
う
に
中
心

的
な
集
落
と
考
え
ら
れ
、
中
国
の
新

時
代
の
貨か

泉せ
ん

、
凝
灰
岩
製
の
腰
掛
な

ど
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

米
作
り

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
、
稲
の
穂
だ

け
を
刈
る
石
包
丁
と
呼
ば
れ
る
収
穫

用
の
石
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
弥

生
時
代
の
水
田
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
米
の
収
穫
道
具
が
あ
る
の

で
、
米
作
り
を
遺
跡
の
近
く
で
行
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
小
野
崎
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
表
面
に
す
す
が
つ
い
た
か
め

形
土
器
で
す
。
米
や
雑
穀
を
炊
い
て

雑
炊
の
よ
う
に
し
て
食
べ
て
い
た
と

想
像
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
甑こ

し
き

が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蒸
す
調
理

方
法
も
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

１

菊
池
の
宝
物       

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

3

かめ形土器

美術館企画展「癒しの里の手しごと展」
期　間：11 月１日㈬～ 19 日㈰
　陶器、古布人形、古布小物、ハーブ
染、葛作品、布ぞうり、竹細工、編物、
手芸小物、つまみ細工、エコ作品など
17 人の作家のほんのり暖かい手作り
作品をお届けします。

「第 13 回夫婦の手紙・絵手紙展」
期　間　11 月 22 日㈬～
　　　　　　平成 30 年１月28 日㈰
　全国から募集した心温まる、愛情
溢れた手紙 54 作品と絵手紙 112 作
品を展示します。皆さんぜひお越し
ください。

過去の受賞作品
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各支所の問い合わせはこちらです。
・七城支所　☎（25）1000
・旭志支所　☎（25）3330
・泗水支所　☎（25）2001

お
知
ら
せ

11月の「税」の納期限
11月 30日㈭

問税務課
　市民税係　　　☎ (25)7206
　固定資産税係　☎ (25)7207

　●固定資産税第４期
　●国民健康保険税第５期
口座振替を利用している人は、11 月
27日㈪に振替を行いますので残高の
確認をお願いします。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　
子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
、
12
月
診
療

分
か
ら
中
学
生
の
自
己
負
担
が
な
く
な
り

ま
す
。
小
学
生
以
下
と
同
様
に
県
内
の
保

険
医
療
機
関
で
受
診
（
通
院
）
す
る
場
合

は
、
市
の
「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
と
健
康
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
で

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
入
院
や
県
外
で
の
受
診
分
と

調
査
期
間　
12
月
中
旬
頃
ま
で

調
査
方
法　
空
家
と
見
ら
れ
る
家
屋
の
外

観
確
認
と
写
真
撮
影

※
敷
地
内
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

問
都
市
整
備
課
建
築
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

　
昨
年
度
は
、
全
国
的
に
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し

た
。
本
年
度
の
冬
も
ウ
イ
ル
ス
が
渡
り
鳥

に
よ
っ
て
日
本
に
運
ば
れ
、
野
鳥
や
野
生

　
最
近
、
貯
油
（
廃
油
）
タ
ン
ク
や
ド
ラ

ム
缶
か
ら
の
油
の
流
出
が
た
び
た
び
発
生

し
て
い
ま
す
。
漏
え
い
事
故
が
発
生
す
る

と
、
住
民
へ
の
健
康
被
害
の
ほ
か
、
魚
介

類
や
農
作
物
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
人
は
、
原
因
究
明
と

拡
大
防
止
、
油
の
回
収
作
業
、
損
害
賠
償

な
ど
多
大
な
労
力
と
経
済
的
な
負
担
を
被

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
万
が
一
事
故
が
発

生
し
た
ら
す
ぐ
に
消
防
、
市
、
警
察
に
通

報
し
、
被
害
拡
大
の
防
止
措
置
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

事
故
防
止
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

空
家
な
ど
の
実
態
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

お
願
い
し
ま
す

油
を
漏
え
い
さ
せ
る
と
回
収
費

用
な
ど
を
請
求
さ
れ
ま
す

農
業
就
業
奨
励
金

結
婚
祝
い
金

❶
農
業
就
業
奨
励
金　
実
践
力
旺
盛
な
農

業
後
継
者
育
成
の
た
め
、
新
規
農
業
就
業

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
地
元
区
長
に
連

絡
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
額　
１
人
当
た
り
30
万
円

申
請
期
限　
12
月
28
日
㈭

条　
件　
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ

と　
▼
本
年
４
月
以
降
専
業
農
家
と
し
て

就
農
し
今
後
も
継
続
し
て
営
農
す
る
人
▼

市
内
在
住
で
満
17
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人

▼
新
規
参
入
者
お
よ
び
中
学
卒
業
者
は
２

年
間
就
農
し
定
着
可
能
な
人
▼
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
奨
励
金
の
交
付
を

受
け
た
年
か
ら
５
年
間
は
、
就
農
状
況
報

告
を
毎
年
行
う
こ
と　
※
農
業
を
辞
め
た

場
合
は
返
還
が
必
要
で
す
。

❷
結
婚
祝
い
金　
専
業
農
家
お
よ
び
そ
の

後
継
者
が
結
婚
す
る
場
合
は
、
祝
い
金
を

❶
移
動
タ
ン
ク
（
家
庭
用
タ
ン
ク
や
ド
ラ

ム
缶
を
含
む
）
▼
給
油
中
は
目
を
離
さ
な

い
▼
ふ
た
は
き
ち
ん
と
閉
め
る
▼
転
倒
し

な
い
よ
う
に
安
定
し
た
場
所
に
置
く

❷
地
上
タ
ン
ク
（
農
業
ボ
イ
ラ
ー
用
重
油

タ
ン
ク
、
漁
業
用
燃
油
タ
ン
ク
、
家
庭
用

タ
ン
ク
含
む
）
▼
タ
ン
ク
を
固
定
す
る
▼

漏
え
い
に
よ
る
入
庫
量
と
出
庫
量
の
ズ
レ

が
な
い
か
▼
本
体
と
付
属
品
の
腐
食
・
老

朽
・
破
損
箇
所
の
点
検
と
修
理
▼
油
の
漏

洩
痕
が
な
い
か
▼
給
油
ホ
ー
ス
の
劣
化
お

よ
び
交
換
▼
施
設
の
進
入
防
止
柵
や
施
錠

（
農
業
用
を
除
く
）
▼
防
油
堤
の
設
置
▼

暖
房
機
を
使
用
し
な
い
期
間
は
開
閉
栓
を

閉
め
る
▼
防
油
堤
内
部
に
貯
ま
っ
た
雨
水

は
定
期
的
に
排
水
す
る
▼
地
下
配
管
の
位

置
確
認

❸
地
下
タ
ン
ク
（
農
業
ボ
イ
ラ
ー
用
重
油

タ
ン
ク
、
漁
業
用
燃
油
タ
ン
ク
を
含
む
）

▼
法
定
点
検
を
行
っ
て
い
る
か
▼
地
下
配

管
の
定
期
漏
洩
点
検
▼
油
の
漏
洩
に
よ
る

入
庫
量
と
出
庫
量
の
ズ
レ
が
な
い
か

❹
油
水
分
離
槽　
▼
油
分
の
定
期
回
収
は

行
わ
れ
て
い
る
か
▼
油
分
の
処
理
は
産
廃

業
者
委
託
な
ど
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

問
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

交
付
し
ま
す
。

結
婚
祝
い
金　
１
組
当
た
り
５
万
円

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

秋
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
所
有

者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
さ
れ

て
い
な
い
犬
の
所
有
者
や
新
た
に
犬
（
生

後
91
日
以
上
）
を
所
有
し
た
人
は
、
登
録

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で

も
接
種
で
き
ま
す
。登
録
済
み
の
人
は「
狂

犬
病
予
防
注
射
日
程
等
の
ご
案
内
」
の
は

が
き
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
11
月
５
日
㈰

①
午
前
９
時
～
10
時　
市
役
所
本
庁

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
七
城
支
所

▼
11
月
12
日
㈰

①
午
前
９
時
～
10
時　
旭
志
支
所

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
泗
水
支
所

料　
金　
（
１
頭
当
た
り
）

▼
登
録
料　
３
千
円

▼
集
合
注
射
料　
３
１
０
０
円

※
注
射
済
票
５
０
０
円
含
む
。

問
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

　
各
支
所
市
民
生
活
課

11
月
ま
で
の
受
診
分
は
、従
来
ど
お
り「
菊

池
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
申
請
書
」
に
よ

り
、
受
診
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
通
院
時
は
一
医
療
機
関
で
１
カ

月
当
た
り
２
万
１
千
円
を
超
え
た
場
合
、

該
当
月
の
初
め
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
償
還
払

い
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と
は　
子
ど
も

の
疾
病
の
早
期
治
療
を
促
進
し
、
健
康
保

持
、
健
全
育
成
、
子
育
て
支
援
を
図
る
た

め
の
制
度
で
す
。

対
象
者　
市
内
に
住
民
登
録
し
て
あ
り
、

各
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
中
学
校
3

年
生
ま
で
の
人

申
請
手
続　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
申
請
で
き
ま
す
。
申
請

に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。
▼
対
象

者
の
保
険
証
▼
印
か
ん
▼
保
護
者
名
義
の

金
融
機
関
口
座
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）
▼
保
護
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
も
の

注
意
事
項　
▼
申
請
書
は
診
療
月
の
翌
月

以
降
に
提
出
す
る
こ
と
▼
申
請
書
は
診
療

月
、
医
療
機
関
、
外
来
、
入
院
に
分
け
て

提
出
す
る
こ
と
▼
高
額
医
療
に
該
当
す
る

場
合
は
先
に
加
入
保
険
者
へ
申
請
す
る
こ

と
▼
災
害
共
済
給
付
な
ど
で
補
填
さ
れ
た

も
の
は
対
象
外
▼
自
費
診
療
な
ど
保
険
適

用
外
の
医
療
費
や
入
院
時
の
食
事
代
は
対

象
外

支
給
申
請
の
有
効
期
限　
受
診
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
1
年
間

小
児
救
急
電
話
相
談　
夜
間
の
急
病
へ
の

対
処
や
応
急
処
置
な
ど
を
相
談
で
き
る
窓

口
で
す
。

☎
＃
８
０
０
０

☎
０
９
６（
３
６
４
）９
９
９
９
※
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
光
電
話
専
用

相
談
時
間　
午
後
7
時
～
午
前
0
時

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

生
物
に
よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
注
意

し
て
、
大
切
な
鳥
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
飼
育
小
屋
に
網
目
２
㌢
以
下
の
防
鳥
ネ

ッ
ト
を
張
り
、
穴
が
開
い
て
い
た
ら
補
修

す
る
▼
飼
育
小
屋
周
囲
に
消
石
灰
を
ま
く

▼
飼
育
小
屋
の
出
入
時
に
手
・
靴
を
消
毒

す
る
▼
鳥
類
に
与
え
る
水
や
エ
サ
に
、
野

鳥
や
野
生
生
物
、
そ
れ
ら
の
糞
・
尿
が
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る

異
常
を
見
つ
け
た
と
き
は　
原
因
不
明
で

連
続
し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
常
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
家
き
ん
（
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き

じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
）

熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

☎（
46
）２
０
７
５

❷
愛
玩
鳥
（
❶
以
外
）
熊
本
県
菊
池
保
健

所
衛
生
環
境
課
☎（
25
）４
１
３
５

❸
野
鳥　
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
林
務
課

☎（
25
）１
０
３
９

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

熊
本
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度

時
間
額
７
３
７
円
（
10
月
１
日
か
ら
）

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
全
て
の
事
業

所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　
☎（
25
）３
１
３
６

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
と
は　
▼
平
成

30
年
度
か
ら
申
込
受
付
が
始
ま
る
新
制
度

▼
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
家（
個
人・

法
人
）
が
対
象
▼
自
然
災
害
だ
け
で
な
く

価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補

償
▼
品
目
の
限
定
が
な
い
の
で
ほ
と
ん
ど

の
農
作
物
を
カ
バ
ー
▼
最
高
で
補
償
限
度

９
割
、
支
払
い
率
９
割
ま
で
の
保
証
が
選

択
可
能
▼
保
険
料
・
積
立
金
に
は
国
の
補

助
が
あ
り
▼
青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
あ

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

問
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本
本
所
企
画
広
報
課
電

算
課　
☎
０
９
６
４（
25
）３
２
０
２

　　
介護予防ミニ講座
低栄養予防について②

～ 低栄養予防のポイント ～
　高齢者の必要エネルギー量は若いときより減りますが、
たんぱく質・ビタミン・ミネラルなどの必要量はほぼ同じ
です。「肉や油は極力取らない」など偏った食生活を続け
ると、誰でも低栄養（栄養欠乏）になりえます。
　低栄養状態になると抵抗力が低下して病気になりやす
く、筋力が低下して転倒や骨折を起こしやすくなります。
次のポイントに注意して健康な生活を送りましょう。
❶欠食しない
　少食になりがちな高齢者は最低でも3食必要です。間
食も適度に楽しんで栄養を補いましょう。
❷食欲がないときはおかずを先に食べ、ご飯は残す
　体を作る源となるタンパク質や脂質の不足を防ぎます。
❸会食の機会をつくる
　食事を楽しむことは長寿の秘訣です。
❹運動を心がける
　無理のない適度な運動をして、お腹
がすく生活リズムを作りましょう。
❺定期的に歯科受診をする
　かむ力を維持することは食事を楽しむ第一歩です。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/
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健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率

（
平
成
28
年
度
決
算
）を
公
表
し
ま
す

　
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
決
算
に
基
づ

く
実
質
的
な
赤
字
や
公
社
・
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来
負
担
な

ど
に
よ
る
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
健

全
化
計
画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営

健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

本
市
の
現
状　
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
、
経
営

健
全
化
基
準
と
比
較
す
る
と
健
全
な
状
態

で
す
が
、
今
後
の
事
業
展
開
、
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
現
段
階
以
上
に
将

来
負
担
が
拡
大
し
、
資
金
不
足
が
発
生
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
一
層
堅
実

な
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

▼�

健
全
化
判
断
比
率
は
表
１
、
各
指
標
名

の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶�

実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
ま
す
。

❷�

連
結
実
質
赤
字
比
率　
全
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

❸�

実
質
公
債
費
比
率　
借
金
の
返
済
額
な

（表１）健全化判断比率　　　　　　　　　 　　　　　　 （単位：％）

指標名 H28 年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

参　考
H27年度 H26年度

①実質赤字
　比率

―　
（0.00） 12.78 20.00 ―　

（△ 6.52）
―

（△ 8.50）
②連結実質
　赤字比率

―
（△5.25） 17.78 30.00 ―

（△10.21）
―

（△12.96）
③実質公債
　費比率 8.3 25.0 35.0 7.7 8.2

④将来負担
　比率

―
（△6.6） 350.0 △ 19.10 0.7

（表２）資金不足比率　　　　　　　 　 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足
比率

経営健全
化基準

水道事業会計 ―
（△69.8） 20.0

公共下水道事業特別会計 ― 20.0

特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― 20.0

地域生活排水処理事業特別会計 ― 20.0

農業集落排水事業特別会計 ― 20.0

ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

❹�

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払

っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
負
担
な
ど

の
、
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い

か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

▼
資
金
不
足
比
率
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

�

❶�

資
金
不
足
比
率　
公
営
企
業
の
資
金
不

足
を
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率
は
、

菊
池
市
監
査
委
員
意
見
書
を
付
し
て
８
月

28
日
定
例
議
会
で
報
告
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
政
課
財
政
係　
☎（
25
）７
２
０
５

※�①②は実質赤字額と連結実質赤字額がないため「－」で表示。参考に黒字
の比率を「△」で示しています。④は将来負担比は生じていないため「－」
で表示。参考に比率を「△」で示しています。

※�資金不足が生じていないため「－」で表示し、参考に法
適用企業会計の資金剰余の比率を「△」で示しています。

11
月
は
「
子
供
・
若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
」
で
す

個
人
が
管
理
す
る
合
併
浄
化
槽

の
寄
付
を
受
け
入
れ
ま
す

　
国
は
昨
年
「
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推

進
大
綱
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
・
若
者
の

育
成
支
援
を
、
家
庭
を
中
心
に
行
政
、
学

校
、
企
業
、
地
域
な
ど
社
会
全
体
で
取
り

組
む
課
題
と
し
、
子
ど
も
・
若
者
が
健
や

か
に
成
長
し
て
自
立
・
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
理
解
と
各
種
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
、
11
月
を
強
調

月
間
と
し
、
国
民
運
動
の
一
層
の
充
実
と

定
着
を
図
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

　
今
ま
で
個
人
で
設
置
・
管
理
し
て
い
た

合
併
浄
化
槽
を
市
に
寄
付
し
、
市
が
維
持

管
理
を
し
て
い
く
事
業
で
す
。

対
象
地
域　
集
合
排
水
（
下
水
道
等
）
区

域
を
除
い
た
市
内
全
域

個
人
が
負
担
す
る
部
分　
▼
ト
イ
レ
・
台

所
・
風
呂
場
か
ら
浄
化
槽
ま
で
と
浄
化
槽

か
ら
放
流
先
ま
で
の
維
持
管
理
▼
寄
付
受

入
れ
審
査
中
に
発
見
さ
れ
た
浄
化
槽
不
具

合
の
修
繕
料
▼
寄
付
可
能
通
知
後
の
清
掃

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
い
ち
は
や
く　

知
ら
せ
る
勇
気　

つ
な

ぐ
声
」（
平
成
29
年
度
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
標
語
）

　
平
成
27
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所
で

受
け
付
け
た
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
が

10
万
件
を
超
え
、
過
去
最
多
と
な
っ
て
い

ま
す
。
児
童
虐
待
と
は
、
親
や
養
育
者
が

18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
し
、
心
身
を
傷

つ
け
、
健
や
か
な
成
長
や
発
達
を
損
な
う

行
為
の
こ
と
で
す
。
子
ど
も
を
身
体
的
・

心
理
的
に
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
、
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
で
は
？
」
と
感
じ
た
と
き

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
す
ぐ
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
一
報
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
や
家
庭
が
あ
り
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　
匿
名
可
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　

　
☎（
25
）１
３
９
９
（
相
談
室
直
通
）

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６（
３
８
１
）４
４
５
１

 

家 庭 家庭

台所 風呂 トイレ

合併処理
浄化槽

市が設置管理
一部本人負担

本人が設置・管理 本人が設置・管理

費
▼
機
器
交
換
・
修
繕
費
寄
付
可
能
通
知

後
の
修
繕
費

月
々
の
使
用
料
額
（
人
頭
制
）

❶
一
般
住
宅　
基
本
料　
２
１
６
０
円 

　
世
帯
員
割
１
人
当
た
り
５
４
０
円

❷
集
会
所
・
公
民
館

　
基
本
料　
１
０
８
０
円

対
象
外
の
浄
化
槽　
▼
設
置
後
30
年
以
上

経
過
し
て
い
る
▼
申
し
出
日
ま
で
の
過
去

１
年
間
維
持
管
理
を
し
て
い
な
い
▼
浄
化

槽
上
部
に
構
造
物
が
あ
る
▼
修
繕
で
き
な

い
故
障
が
あ
る

そ
の
他　
▼
全
て
の
申
請
書
類
が
そ
ろ
っ

た
時
点
で
受
け
付
け
ま
す
▼
申
請
書
は
年

１
回
の
清
掃
月
内
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と

問
下
水
道
課
工
務
係　
☎（
25
）７
２
４
４

▼管理負担区分

　
中
九
州
横
断
道
路（
大
津
町
～
熊
本
市
）

事
業
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
を
評
価
す
る

項
目
・
調
査
手
法
な
ど
を
示
し
た
環
境
影

響
評
価
方
法
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
内
容

を
広
く
お
知
ら
せ
し
、
多
く
の
ご
意
見
を

お
聞
き
す
る
た
め
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
内
容
に
意
見
が
あ
る
と
き
は
意
見
書

を
熊
本
県
知
事
に
提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
11
月
14
日
㈫
～
12
月
13
日
㈬

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

最
寄
り
の
縦
覧
場
所　
▼
熊
本
県
県
北
広

域
本
部
土
木
部
技
術
管
理
課
▼
菊
池
市
建

設
部
都
市
整
備
課 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表　
▼
熊
本

県
（http://w

w
w

.pref.kum
am

oto.
jp/

）
▼
熊
本
市
（http://w

w
w

.city.
kum

am
oto.jp/

）

意
見
書
の
提
出
方
法
・
提
出
先

　

12
月
27
日
㈬
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
熊
本
県
都

中
九
州
横
断
道
路
事
業
に
伴
う
環

境
へ
の
影
響
の
確
認
と
意
見
聴
取

市
計
画
課
ま
た
は
熊
本
市
都
市
政
策
課
へ

提
出

❶
熊
本
県
都
市
計
画
課　

〒
８
６
２-

８
５
７
０　
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
6
丁

目
18
番
１
号

Ⓕ
０
９
６（
３
８
７
）１
１
５
２

Ⓜtoshikeikaku@
pref.kum

am
oto.

lg.jp❷
熊
本
市
都
市
政
策
課　

〒
８
６
０-

８
６
０
１　
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
１

番
１
号

Ⓕ
０
９
６（
３
５
１
）２
１
８
２

Ⓜtoshiseisaku@
city.kum

am
oto.

lg.jp ▼事業等対象区域

説
明
会
日
時
・
会
場

　
11
月
28
日
㈫
午
後
７
時
～

　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
熊
本
県
土
木
部
道
路
都
市
局
都
市
計
画

課　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
２
４

　
飼
い
主
に
な
る
と
は
、
ペ
ッ
ト
の
命
に

責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
▼
迷
子

に
な
ら
な
い
よ
う
に
ペ
ッ
ト
に
首
輪
や
迷

子
札
を
着
け
る
▼
病
気
の
予
防
を
行
う
▼

増
え
す
ぎ
て
周
り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
に
避
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
▼
鳴
き
声

や
臭
い
、
排
泄
物
な
ど
、
日
頃
か
ら
周
囲

の
方
へ
の
配
慮
を
心
掛
け
る
─
な
ど
、
ペ

ッ
ト
が
地
域
の
人
へ
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
健
康
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

み
ん
な
で
守
ろ
う
、
飼
い
主
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
10
月
号
38
ペ
ー
ジ
「
住
吉

日
吉
神
社
雨
乞
太
鼓
を
奉
納
」の
記
事
で
、

青あ
お

木き

家い
え

次つ
ぐ

さ
ん
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
青
木
家
継
さ
ん

正　
青
木
家
次
さ
ん

問�

市
長
公
室
広
報
交
流
係　

　
☎（
25
）７
２
５
２
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
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放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

平
成
30
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

出
願
期
限　

第
１
回　
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

第
２
回　
平
成
30
年
３
月
20
日
㈫

問
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
お
た
す
け
会
員
募
集
中

平
成
30
年
度
「
地
域
未
来
塾
」

の
学
習
支
援
員
募
集

い
き
い
き
養
生
塾
２
０
１
７

２
期（
夜
間
）
参
加
者
募
集

い
き
い
き
ト
レ
活
セ
ミ
ナ
ー

初
心
者
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
「
今
さ
ら
」
じ
ゃ
な
い
、「
今
か
ら
」
な

ん
だ
。
た
く
さ
ん
の
仕
事
依
頼
が
届
い
て

い
ま
す
。
生
か
し
て
く
だ
さ
い
あ
な
た
の

力
。
次
の
と
お
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
９
日
㈭
・
22
日
㈬

　
　
　
　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
と
は

　
子
育
て
の
手
助
け
が
ほ
し
い
人
（
お
願

い
会
員
）
と
協
力
し
た
い
人
（
お
た
す
け

会
員
）
で
作
る
会
員
組
織
で
す
。
急
な
用

事
で
子
ど
も
の
世
話
が
で
き
な
い
と
き
、

お
子
さ
ん
を
市
内
の
お
た
す
け
会
員
さ
ん

の
自
宅
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
会
員
登
録
し
て

お
く
と
、
セ
ン
タ
ー
が
登
録
し
た
人
の
要

望
に
合
っ
た
お
た
す
け
会
員
を
紹
介
し
ま

す
。
お
願
い
会
員
と
お
た
す
け
会
員
の
両

方
の
会
員
登
録
も
可
能
で
す
。

条　
件　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
で
70
歳

未
満
の
健
康
な
人
、
自
宅
で
子
ど
も
を
預

か
れ
る
人

そ
の
他　
▼
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
習
会
を

受
講
後
、
会
員
登
録
と
な
り
ま
す
▼
受
講

料
・
登
録
料
は
無
料
▼
病
気
・
病
後
の
子

　
市
内
の
中
学
生
に
良
好
な
学
習
環
境
を

提
供
す
る
「
地
域
未
来
塾
」
の
平
成
30
年

度
学
習
支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
▼
中
学
生
へ
の
学
習
指
導
▼

運
営
委
員
会
（
年
2
回
程
度
）
へ
の
参
加

募
集
対
象　
教
員
経
験
者
、
塾
講
師
経
験

者
、
教
員
を
目
指
す
学
生
な
ど
、
中
学
生

を
学
習
支
援
で
き
る
知
識
が
あ
る
人
（
教

員
免
許
の
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
）

活
動
期
間　
▼
平
成
30
年
６
月
～
平
成
31

年
２
月
（
年
間
30
～
60
回
程
度
）
予
定
、

週
１・
２
回（
１
回
45
分
～
60
分
）午
後
３

　
「
健
診
結
果
を
ど
う
に
か
し
た
い
」「
昼

は
仕
事
が
あ
る
か
ら
行
け
な
い
」。
そ
ん

な
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
１
期
生

の
中
に
は
体
重
が
６
㌔
近
く
減
っ
た
人

や
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
下
が
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
食
べ
方
・
動
き
方
の
ち
ょ
っ
と
し
た

意
識
で
体
は
変
わ
り
ま
す
。
10
年
後
、
20

年
後
も
“
い
き
い
き
元
気
”
を
目
指
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
「
走
っ
て
み
た
い
け
ど
、
膝
が
痛
く
な

り
そ
う
で
不
安
」「
少
し
長
い
距
離
を
歩

い
て
み
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
」
と
い
う

人
へ
、
初
心
者
で
も
安
全
に
取
り
組
め
る

走
り
方
、
歩
き
方
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
無
料
で
す
。

と　
き　
11
月
22
日
㈬

　
受
付　
午
後
6
時
30
分
～

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
七
城
体
育
館
）

対
象
者　
市
内
在
住

定
員　
30
人　
※
平
成
29
年
度
菊
池
市
国

民
健
康
保
険
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な

っ
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

募
集

　
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
が

支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
。
無
料
で
す

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。
一
定

の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
や
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
を
受
け
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

訓
練
場
所　
❶
合
志
市　
❷
大
津
町

科　
目　
❶
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
、
制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ

　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込
み
を

し
た
離
職
者
に
対
し
、
再
就
職
に
有
利
に

な
る
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
る
た
め
の
職
業

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
入
学
金
、
受
講
料

は
無
料
で
す
（
テ
キ
ス
ト
代
１
万
４
千
円

程
度
は
自
己
負
担
）。

募
集
期
間　
11
月
24
日
㈮
～
12
月
22
日
㈮

訓
練
期
間　
平
成
30
年
２
月
１
日
㈭
～
４

月
27
日
㈮

訓
練
会
場　
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン

ス
ク
ー
ル
山
鹿
校
（
山
鹿
市
方
保
田
63
）

●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
☎（
24
）８
６
０
９

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
早
期
就
職

職
業
訓
練
コ
ー
ス

公
共
職
業
訓
練
「
経
理
事
務
パ

ソ
コ
ン
科
」
受
講
生
募
集

期　
間　
12
月
５
日
㈫
～
平
成
30
年
３
月

6
日
㈫　
受
付　
午
後
6
時
30
分
～

　
午
後
７
時
～
９
時
予
定　
　

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
菊
池
広

域
保
健
セ
ン
タ
ー

内　
容　
▼
血
液
検
査
・
体
力
測
定
▼
正

し
い
姿
勢
と
速
歩
の
姿
勢
▼
ス
ロ
ー
筋
ト

レ
で
今
日
か
ら
始
め
る
筋
力
づ
く
り
な
ど

料　
金　
千
円
（
全
8
回
分
）

対
象
者　
市
内
在
住

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
、
菊
池
養
生
園
に
あ
る
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
提
出

問�

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

市
有
財
産（
土
地
）を

公
売
し
ま
す

 

市
有
財
産
（
土
地
）
を
条
件
付
一
般
競

争
入
札
で
公
売
し
ま
す
。

売
却
物
件　
1
号
物
件　
菊
池
市
旭
志
伊

坂
字
東
原
３
７
３
番
１
宅
地

　
１
５
５
１
・
37
平
方
㍍

※�

都
市
計
画
区
域
外
で
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
に
は
該
当
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
低
売
却
予
定
価
格　
５
１
２
万
円

受
付
期
間　
11
月
20
日
㈪
～
12
月
４
日
㈪

※
㈯
㈰
㈷
除
く
。

受
付
場
所　
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

そ
の
他　
申
込
方
法
や
入
札
参
加
資
格
、

入
札
の
時
期
な
ど
は
、
11
月
20
日
㈪
以
降

に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
に
備
え
付
け
の
実
施
要
領
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

　
☎（
25
）７
２
０
５

平
成
30
年
度
看
護
学
生
募
集

課
程
・
修
業
年
限
・
定
員

❶
准
看
護
科
・
２
年
・
70
人

❷
看
護
科（
夜
間
定
時
制
）・
３
年
・
40
人

受
付
期
間

❶
11
月
20
日
㈪
～
28
日
㈫

❷
～
11
月
７
日
㈫

試
験
日　
❶
12
月
２
日
㈯
❷
11
月
11
日
㈯

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

　　
☎
０
９
４
４（
52
）７
６
９
８

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

平
成
30
年
度
学
生
募
集

募
集
学
科　
農
産
園
芸
学
科
、
野
菜
学

科
、
畜
産
学
科

出
願
期
間　
12
月
１
日
㈮
～
12
月
15
日
㈮

問
熊
本
県
立
農
業
大
学
校

　
☎
0
9
6（
2
4
8
）1
1
8
8

時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
学
校
の
都
合

に
よ
り
変
更
あ
り
）
▼
夏
休
み
・
冬
休
み

科
目　
数
学
、
英
語

報
酬　
１
時
間
当
た
り
千
～
２
千
円
（
交

通
費
含
む
）
予
定

登
録
方
法　
所
定
の
登
録
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、証
明
写
真
を
添
付
の
う
え
、

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
ま
で
提
出　
※

提
出
時
に
簡
単
な
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す

の
で
、
来
庁
時
間
を
事
前
に
担
当
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

観
光
案
内
人
養
成
講
座

参
加
者
募
集

「
ほ
の
宵
ま
つ
り
」

つ
く
り
び
と
参
加
者
募
集

　
菊
池
観
光
案
内
人
の
会
で
は
、
菊
池
の

魅
力
を
伝
え
る
観
光
案
内
人
の
養
成
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
菊
池
の
魅
力
を
学
び
、

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
12
月
３
日
㈰　
午
前
９
時
～
午

後
１
時
30
分
（
懇
親
会
あ
り
）

募
集
期
限　
11
月
27
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　
千
円
（
弁
当
・
資
料
代
込
み
）

募
集
人
員　
20
人

問
●申（
一
社
）菊
池
観
光
協
会

　
☎（
25
）０
５
１
３

　
竹
灯
籠
の
ほ
の
か
な
明
か
り
が
街
を
幻

想
的
に
彩
る
「
ほ
の
宵
ま
つ
り
」
の
制

作
・
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
ほ
の
宵
ま
つ
り
期
間
中
（
12
月
）
は

点
火
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

作
業
日
・
場
所　
▼
11
月
１
日
㈬
・
15
日

ー
（
片
角
２
９
８
‐
４
）

対
象
者　
本
年
度
中
に
満
60
歳
以
上
に
な

る
人

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
、
印
か
ん
、

通
帳
、
会
費
千
円
、
本
人
確
認
書
類
（
免

許
証
ま
た
は
身
分
証
明
書
）

問
●申（
公
社
）菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）３
６
３
３

第
２
回
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

わ
く
わ
く
無
人
島
＆
海
あ
そ
び

と　
き　
12
月
24
日
㈰
～
28
日
㈭

と
こ
ろ　
沖
縄
県
ナ
ガ
ン
ヌ
島
・
南
城
市

定　
員　
先
着
25
人

内　
容　
無
人
島
体
験
、
星
空
観
測
な
ど

参
加
費　
６
万
円（
そ
の
他
旅
費
が
必
要
）

申
込
期
限　
12
月
４
日
㈪

問
●申
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　　
☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

ど
も
は
預
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
●申
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
菊
池
市
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）５
０
０
０

ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科　
❷
Ｆ

Ｐ
経
理
パ
ソ
コ
ン
科

募
集
期
間　
❶
～
11
月
30
日
㈭　
❷
～
11

月
24
日
㈮

訓
練
期
間　
❶
平
成
30
年
１
月
５
日
㈮
～

６
月
27
日
㈬　
❷
平
成
30
年
１
月
５
日
㈮

～
３
月
30
日
㈮

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

ほの宵まつり

生
活
課
、
菊
池
養
生
園
に
あ
る
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
提
出

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

㈬
・
22
日
㈬　
菊
池
夢
美
術
館
▼
11
月
８

日
㈬
・
11
日
㈯
・
15
日
㈬
・
18
日
㈯　
旧

河
原
小
学
校

い
ず
れ
も
午
後
０
時
30
分
～
４
時

ほ
の
宵
ま
つ
り
開
催
日　
12
月
1
日
㈮
〜

9
日
㈯
※
期
間
中
の
㈮
㈯

問
●申（
一
社
）菊
池
観
光
協
会

　
☎（
25
）０
５
１
３
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
11
月
22
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
11
月
27
日
㈪
～
12
月
１
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
11
月
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

※�

無
料
。
要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

泗
水
幼
稚
園
園
児
募
集

募
集
人
員
（
定
員
90
人
）

　
３
歳
児　
20
人　
４
歳
児　
24
人

　
５
歳
児　
28
人

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

※�

入
園
願
書
は
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く
。

入
園
資
格　
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
24
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

入
園
決
定　
申
込
者
が
募
集
人
員
を
超
え

る
と
き
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

諸
経
費　
保
育
料
、
給
食
費
、
後
援
会

費
、
絵
本
代
な
ど
の
保
護
者
負
担
が
あ
り

ま
す
。
保
育
料
は
家
庭
の
住
民
税
に
応
じ

て
算
定
さ
れ
ま
す
。

入
園
手
続
き　
幼
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

★
あ
そ
び
に
お
い
デ
ー
★

　
園
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
見

学
会
を
設
定
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
10
日
㈮

　
受
付　
午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ　
泗
水
幼
稚
園

内　
容　
▼
午
前
９
時
45
分
～
10
時
15
分

子
ど
も
：
遊
び
、
保
護
者
：
概
要
説
明
▼

午
前
10
時
20
分
～　
保
育
見
学

※
見
学
後
は
自
由
解
散

問
●申
泗
水
幼
稚
園　
☎（
38
）２
７
０
９

【
認
定
こ
ど
も
園
】

願
書
の
提
出　

入
園
し
た
い
こ
ど
も
園

（
菊
池
み
ゆ
き
こ
ど
も
園
・
双
羽
幼
稚
園
・

菊
池
幼
稚
園
）
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
開
始
時
期
は
園
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
入
園
し
た
い
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
認
定
申
請
書
受
付
期
間　
願
書
受
付

開
始
日
～
11
月
30
日
㈭

　
願
書
受
け
付
け
後
、
入
園
内
定
を
受
け

た
人
に
園
を
通
じ
て「
支
給
認
定
申
請
書
」

を
送
付
し
ま
す
（
申
請
書
は
園
に
提
出
）。

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

継
続
入
園
の
場
合　
現
在
、
在
籍
し
て
い

る
園
で
「
支
給
認
定
申
請
書
」
を
受
け
取

り
、
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■対象施設一覧（順不同）
名　称 電話番号 経営

菊之池保育園 (25)3304 公立
花房保育園 (25)3223 公立

菊池第２さくら幼楽園 (25)2918 私立
菊池幼楽園 (25)3035 私立

ルンビニ保育園 (25)3236 私立
あすなろ保育園 (23)4006 私立

菊池ひかり保育園 (25)3419 私立
菊池さくら保育園 (24)3880 私立
菊池乳児保育園 (24)3848 私立

砦保育園 (25)2270 私立
加茂川保育園 (25)3208 私立
清泉保育園 (26)4070 私立

北合志保育園 (37)2809 私立
新明保育園 (37)3126 私立
川辺保育園 (37)2438 私立

泗水東保育園 (38)3350 私立
富原保育園 (38)2252 私立
吉富保育園 (38)3795 私立
田島保育園 (38)2802 私立
福本保育園 (38)4651 私立

菊池みゆきこども園 (25)3602 私立
双羽幼稚園 (24)0467 私立
菊池幼稚園 (25)4458 私立

　
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
、
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
へ
、
新
規
に
入
所
を
希
望

す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
所
】

  受
付
期
間　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

提
出
先　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課

必
要
書
類　
▼
入
所
申
込
書
（
支
給
認
定

申
請
書
）
▼
父
母
・
同
居
の
祖
父
母
の
就

労
証
明
書
な
ど
（
60
歳
以
上
の
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）
▼
保
育
所
入
所
に
関
す
る

確
認
票
（
同
意
書
）

入
所
で
き
る
基
準　
▼
１
カ
月
に
64
時
間

以
上
労
働
し
て
い
る
▼
母
が
出
産
予
定
ま

た
は
１
歳
未
満
の
下
の
子
ど
も
を
家
庭
保

育
し
て
い
る
▼
病
気
や
け
が
、
障
が
い
が

あ
る
▼
同
居
の
親
族
を
介
護
・
看
護
し
て

い
る
▼
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
入
所

後
３
カ
月
以
内
の
就
労
が
条
件
）
▼
そ
の

他
市
長
が
認
め
た
場
合

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
第
１

希
望
に
入
所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合　
現
在
、
在
籍
し
て
い

る
保
育
所
で
書
類
を
受
け
取
り
、
園
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

問
子
育
て
支
援
課  

☎（
25
）７
２
１
４

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

相
談

　
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
を
受
け

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
11
月
21
日
㈫　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
２
階
相
談
室
22

相
談
内
容　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な

人
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職

場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る

不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
が
依
然
と

し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
強
化
週

間
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間
・
受
付
時
間

▼
11
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

▼
11
月
18
日
㈯
～
19
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

実
施
方
法　
電
話
相
談

　
☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
常
時
、
開
庁
日

に
同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

募集種目 資　格 受付期間
自衛官候補生

（男子・女子） 18 歳以上 27 歳未満の人 通年

陸上自衛隊高等工
科学校生徒

推薦 男子で中卒（見込含）17 歳未満の成績優秀かつ生徒会活動などに
顕著な実績を修め、学校長が推薦できる人

11 月１日㈬
～ 12 月１日㈮

一般 男子で中卒（見込含）17 歳未満の人 11 月１日㈬
～平成 30 年１月９日㈫

貸費学生 技術
大学の理学部、工学部などの３・４年次または大学院（専門職大学
院を除く）修士課程在学（正規の修業年限を終わる年の４月１日現
在で 26 歳未満（大学院修士課程在学者は 28 歳未満））の人

11 月１日㈬
～平成 30 年１月９日㈫

平成29年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所 ☎ (24)2772

講
演
・
講
習

人
権
啓
発
講
演
会

　
講
師
に
福
岡
県
朝
倉
市
杷
木
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
元
職
員
の
高た
か
岩い
わ
晴は
る
美み

さ
ん
を
お

迎
え
し
「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」
と
題
し

て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
人
と
し
て
の
行
き
方
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
10
日
㈮

❶
昼
の
部　
午
後
２
時
～

❷
夜
の
部　
午
後
７
時
～

❸
交
流
会　
午
後
８
時
40
分
～

※�

交
流
会
に
参
加
し
た
い
人
は
事
前
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
千
円

で
す
。

と
こ
ろ　
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
大

集
会
室

問
●申
人
権
啓
発
課
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

　
健
康
、
家
族
や
友
人
関
係
、
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま

す
。
予
約
制
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

こ
こ
ろ
の
相
談
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

第
53
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
菊
池
映
画
祭
な
ど
に

も
取
り
組
ん
だ
工く

藤ど
う

忠た
だ
しさ
ん
を
お
招
き
し
、

菊
池
養
生
詩
塾
の
佐
藤
忠
文
さ
ん
と
対
談

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
参
加
費
は
不

要
で
す
。

と　
き　
11
月
18
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

　
市
民
に
開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
し
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
直
接
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
議
会
活
動
に
生
か
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
10
日
㈮　
泗
水
公
民
館

11
月
13
日
㈪　
七
城
公
民
館

11
月
17
日
㈮　
菊
池
市
文
化
会
館

11
月
21
日
㈫　
旭
志
公
民
館

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～

問
議
会
事
務
局
議
会
係

　
☎（
25
）２
３
２
５

議
会
報
告
会

　
糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
へ
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
喚
起
す
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

と　
き　
11
月
４
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
郡
市
医
師
会
立
病
院
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

　
市
民
、
団
体
、
関
係
機
関
、
行
政
が
一

体
と
な
り
地
域
の
防
災
力
を
向
上
す
る
た

め
、
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
12
日
㈰

　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
旭
志
中
学
校

主
な
内
容　
初
期
消
火
、
救
急
法
訓
練
、

は
し
ご
車
の
試
乗
・
展
示
な
ど

問
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３

世
界
糖
尿
病
デ
ー
㏌
き
く
ち

菊
池
市
総
合
防
災
訓
練

と　
き　
11
月
12
日
㈰　
午
前
11
時
開
場

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館

対
戦
カ
ー
ド

❶
P
F
U
ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ　
V
S

　
K
U
R
O
B
E
ア
ク
ア
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

❷
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ヴ
ズ
熊
本　
V
S

　
J
A
ぎ
ふ
リ
オ
レ
ー
ナ

チ
ケ
ッ
ト
前
売
り
価
格
（
当
日
価
格
）

子
ど
も　
５
０
０
円
（
7
0
0
円
）

大
人　
１
２
０
０
円
（
１
５
０
０
円
）

※
前
売
り
券
購
入
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
大
会
事
務
局　
岩い
わ
根ね

　
☎
０
９
０（
９
５
９
６
）０
４
６
７

と　
き　
11
月
30
日
㈭

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

内　
容

❶
午
前
10
時
～
正
午　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨

密
度
、
足
指
、
血
管
年
齢
測
定
な
ど
）

❷�

午
前
11
時
～
正
午　

講
話
「
姿
勢
を

よ
く
し
て
心
も
身
体
も
５
才
若
返
ろ

う
！
」

❸�

正
午
～
午
後
１
時　
カ
ロ
リ
ー
を
計
算

し
た
昼
食
会

※�

昼
食
代
７
０
０
円
。
11
月
22
日
㈬
ま
で

に
要
予
約
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）
セ
ミ
ナ
ー
は
無
料
で
す
が

入
浴
・
休
憩
は
３
３
０
円
が
必
要
で
す
。

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム
☎（
26
）４
８
０
０

　
県
内
の
子
ど
も
た
ち
５
万
人
以
上
が
取

り
組
ん
だ
科
学
研
究
物
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
た
約
１
２
０
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
中
の
土
日
は
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
も
併

せ
て
開
催
。
４
日
㈯
は
く
ま
モ
ン
が
登
場

し
ま
す
。

と　
き　
11
月
４
日
㈯
～
12
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
12
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ　

熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
東
区
画
図
町
所
島
４
０
４
‐
１
）

問
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎（
44
）６
６
１
３

２
０
１
７
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｖ
リ
ー

グ
女
子
菊
池
大
会

第
８
回

わ
く
わ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

第
77
回
科
学
展

と　
き　
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　
受
付　
午
前
10
時

　
開
式　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

菊
池
市
成
人
式

11
月
の
内
容

２
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

９
日
㈭　
七
五
三
袋
作
り

16
日
㈭　
園
外
散
策

30
日
㈭　
避
難
訓
練

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
受
付
人
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
参
加
費
２
０
０
円
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

（
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
保
護
者

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

イ
ベ
ン
ト

里
親
制
度
説
明
会

　
里
親
制
度
と
は　
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
家
庭
で
の
養
育
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
子
ど
も
に
、
愛
情
と
理
解
の
あ
る
家
庭

環
境
で
養
育
す
る
制
度
で
す
。
養
育
期
間

は
数
週
間
か
ら
十
数
年
ま
で
と
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
日
程
が
合
わ
な
い
人
は
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
16
日
㈭

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
公
民
館

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

　
児
童
養
護
施
設
愛
隣
園

　
☎（
43
）２
７
７
３

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６（
３
８
１
）４
４
５
１

高
齢
者
に
よ
る
認
知
症
高
齢
者

の
介
護
を
学
ぶ
市
民
公
開
講
座

　
熊
本
県
医
療
法
人
協
会
で
は
、
市
民
公

開
講
座
を
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
認
知
症
を
テ
ー
マ
に
医
師
・
看

護
・
介
護
な
ど
の
専
門
職
の
方
々
を
講
師

に
招
き
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理

解
や
対
応
に
つ
い
て
分
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

と　
き　
11
月
18
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
・
電

話
番
号
を
連
絡
。
当
日
申
込
可
。

問
熊
本
県
医
療
法
人
協
会
（
青
磁
野
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
内
）

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）１
７
３
１

　
Ⓕ
０
９
６（
３
５
４
）１
７
３
６

認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座

対　
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
４
回
の

講
座
に
出
席
で
き
る
人

と
き
・
テ
ー
マ

❶
12
月
4
日
㈪　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分
「
認
知
症
に
つ
い
て
～
基
礎
知
識
の

復
習
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
～
」

❷
12
月
11
日
㈪　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

「
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
～
基
礎
知
識
の

復
習
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
～
」

❸
12
月
18
日
㈪　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

「
認
知
症
介
護
家
族
の
支
援
」

④
12
月
25
日
㈪　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

「
認
知
症
予
防
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

と
こ
ろ　
本
庁
３
階
３
０
４
会
議
室

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
直
接
ま

た
は
電
話

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

対
象
者　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

10
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
人　
※
対
象
者
に
は
10
月

下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
案
内

が
届
い
て
い
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

内　
容　
㈱
タ
ニ
タ
の
管
理
栄
養
士
に
よ

る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
栄
養
指
導
、
運
動
療

法
、
血
糖
・
血
管
測
定
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
寸
劇
、
栄
養

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
試
食
コ
ー
ナ
ー

問
菊
池
郡
市
医
師
会
立
病
院
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）２
１
９
１

　健康野菜として注目されている「菊芋」「ヤーコン」
をより多くの人に味わってもらうために、スタンプラ
リーを開催します！ 青果をはじめ、各店舗の特色を
生かした料理やお菓子を楽しめます。

　スタンプを8個集めると、菊芋・ヤーコンのどちら
かお好きな方を500gと奥

おく

田
だ

政
まさ

行
ゆき

シェフ考案の菊芋
ヤーコンオリジナルレシピブックをプレゼント。さら
に全店舗制覇で2,000円分の特産品を贈呈！

【参加店舗】 きくち観光物産館、道の駅旭志ふれあいセンター、
隈田本店、合志製菓、食事処永楽、隅倉製菓、ついんスター、津
村友宝堂、道の駅七城メロンドーム、とこわか、中原松月堂、原口
製菓、道の駅泗水養生市場、よしのや菓舗、レトロ食堂、わいふ食堂

【問い合わせ先】農政課ブランド推進室 ☎（25）7266

シャキッとした食感で、
さわやかな甘みが特徴！

天然のインシュリンとい
われる「イヌリン」が豊富！

市内の16店舗が参加！ 菊芋とヤーコンの魅力をお得に楽しもう！

ヤーコン菊 芋

期　　間

応募方法

応募締切

平成30年1月31日㈬まで

重
しげ

田
た

　修
おさむ

さん
（神奈川県）

小
お

田
だ

切
ぎり

卓
たく

さん
（大阪府）

井
い

口
ぐち

やすひささん
（群馬県）

応募はがきに必須事項を記入し、郵送
または菊池市役所農政課ブランド推
進室までお持ちください。
平成30年2月7日㈬ ※当日消印有効

　市産菊芋・ヤーコンの認知度向上と消費拡大を目指すため、
ロゴマークを公募し、審査の結果、下記の3点に決定しました。
今後、最優秀賞の作品をもとに正式なロゴマークを制作します。
【最優秀賞】 【優秀賞】 【優秀賞】
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投票所 選挙当日有権者数（人） 投票者総数（人） 投票率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第 1 県北広域本部 1,066 1,243 2,309 544 660 1,204 51.03 53.10 52.14 
第 2 ふれあい交流センター 684 779 1,463 425 475 900 62.13 60.98 61.52 
第 3 菊池市役所庁舎 1,968 2,196 4,164 1,059 1,239 2,298 53.81 56.42 55.19 
第 4 文化会館小ホール 1,287 1,562 2,849 680 808 1,488 52.84 51.73 52.23 
第 5 河原体育館 542 614 1,156 327 365 692 60.33 59.45 59.86 
第 6 水源支館 414 438 852 242 230 472 58.45 52.51 55.40 
第 7 水迫里山の家 242 234 476 145 138 283 59.92 58.97 59.45 
第 8 龍門体育館 349 379 728 205 221 426 58.74 58.31 58.52 
第 9 迫間支館 523 577 1,100 328 335 663 62.72 58.06 60.27 
第 10 西部市民センター 1,347 1,448 2,795 671 754 1,425 49.81 52.07 50.98 
第 11 花房小学校体育館 742 847 1,589 417 490 907 56.20 57.85 57.08 
第 12 戸崎支館 648 758 1,406 378 406 784 58.33 53.56 55.76 
第 13 七城老人福祉センター 457 505 962 266 293 559 58.21 58.02 58.11 
第 14 七城公民館 603 657 1,260 341 353 694 56.55 53.73 55.08 
第 15 七城体育館 541 656 1,197 350 382 732 64.70 58.23 61.15 
第 16 リバーサイドパーク 487 514 1,001 268 301 569 55.03 58.56 56.84 
第 17 岩本公民館 451 461 912 295 288 583 65.41 62.47 63.93 
第 18 高柳集落センター 392 424 816 231 228 459 58.93 53.77 56.25 
第 19 旭志小学校体育館 540 599 1,139 307 316 623 56.85 52.75 54.70 
第 20 川辺コミュニティセンター 502 531 1,033 279 295 574 55.58 55.56 55.57 
第 21 泗水支所 1,554 1,742 3,296 881 989 1,870 56.69 56.77 56.74 
第 22 泗水東小学校体育館 898 1,012 1,910 475 531 1,006 52.90 52.47 52.67 
第 23 泗水西小学校体育館 725 793 1,518 410 433 843 56.55 54.60 55.53 
第 24 泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 1,658 1,754 3,412 790 877 1,667 47.65 50.00 48.86 
第 25 泗水第 2 体育館南側プレハブ 1,000 1,018 2,018 482 503 985 48.20 49.41 48.81 

合　　計 19,620 21,741 41,361 10,796 11,910 22,706 55.03 54.78 54.90 

▼衆議院議員総選挙【小選挙区】投票集計表

▼比例代表・菊池市開票区 ▼小選挙区

▼候補者別得票数

第48回衆議院議員総選挙
菊池市開票区開票結果

市民の選択、ここに決まる！ 開
票
結
果

　解散に伴う衆議院小選挙区選出議員選挙、比例代表選出議員選挙が平成 29
年 10 月 22 日にあり、即日開票され、小選挙区熊本県第３区では、坂本てつ
し氏が当選しました。
　投票は 10 月 22 日の午前７時から午後７時まで市内 25 カ所の投票所で実
施。開票作業は午後８時 30 分から総合体育館サブアリーナで行いました。
　菊池市開票区の開票結果、各候補者の得票数は次のとおりです。（届出順・
敬称略）

問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
８（

25
）７
２
０
１

名簿届出政党名（届出順） 得票数（票）
自由民主党 7,893
幸福実現党 182

公明党 4,481
社会民主党 415
日本共産党 1,302
立憲民主党 3,125
希望の党 3,691

日本維新の会 550

候補者名
（届出順・敬称略） 得票数（票）

せきね　しずか 5,486
坂本　てつし 16,174

小選挙区投票率 54.90%
投票総数（票） 22,706

有効投票数（票） 21,660
無効投票数（票） 1,046

市 民 の 広 場

　龍門の農家が丹精込めて栽培した農産物（原木しいたけ
や米など）の競り市が行われるほか、ステージイベントや
青空市場、農産物の新鮮朝取りコーナーなど楽しい盛りだ
くさんのイベントを企画しています。秋の行楽シーズンに
ぜひ龍門へお越しください。
と　き　11 月19 日㈰　午前９時30分～
ところ　竜門ダムエントランス広場
問龍門ふるさとまつり実行委員会　松

ま つ

山
や ま

☎ 090（9576）5936　

第31回龍門ふるさとまつり

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。多数
の申し込みお待ちしています。
と　き　11 月 26 日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（隈府 1298）
参加費　男性 3,000円　女性 2,000円
※�参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催できない

場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問●申中

な か

尾
お

　☎ 080（5203）1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

　９月「養生園つなごうフットパス・台城址編」に続いて
「ハッピーフットパス、鞠智城址公園」を開催します。
と　き　11 月 21 日㈫　※雨天時 11 月 23 日㈭
　　　　受付 : 午前９時 30 分　開始 : 午前 10 時
ところ　鞠智城址公園駐車場
参加費　700 円（弁当代・保険料含む）
定　員　30 人　申込期限　11 月 18 日㈯　
問●申ハッピーフットパス山

や ま

田
だ

　☎ 090（1515）8035
Ⓜ happy.footpath@gmail.com
ブログ https://happyfootpath.blogspot.jp/　

みんなと歩こう！ハッピーフットパス
「鞠智城址公園」歴史の里歩き

※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　団体戦、男女ペア戦、ラリー戦など楽しい大会です。競
技は室内にマットを敷き、縦 10㍍×横３㍍のコート中央
に高さ 50㌢のネットを張り、ソフトテニスの要領で行い
ます。
と　き　12 月 10 日㈰　午前９時～午後３時
ところ　菊池北小学校体育館　協賛　田中スポーツ
その他　毎週㈮午後８時から 10 時まで菊池北小体育館で
練習を行っています。参加費初回無料（２回目から 200
円）。初心者歓迎。自由に見学できます。
問●申宮

み や

武
た け

　☎ 090（8620）1364

熊本県バウンドテニス北部協会
第１回菊池大会

読書サロン　参加者募集

　菊池市図書館もいよいよ 11 月 25 日オープンします。
市民の皆さんの読書の機会が増えますが、その愛読書の語
らいを楽しみませんか。文学、歴史、ノンフィクション、
サスペンスなんでも結構です。自ら筆を執っておられる方
も歓迎します。老若男女どなたでも参加できます。
と　き　11 月 18 日㈯　午後１時 30 分～
ところ　岩根クリニック（隈府中央通り）
参加費　無料
問菊池市図書館友の会　井

い

藤
と う

　☎ 090（4775）1929

　地域の方々のご支援に感謝を込めて今年も楽しいアトラ
クションや抽選会のほか、おいしいフードメニューや米粉
ニラ餃子、野菜なども販売します。皆さんぜひ遊びに来て
ください。
と　き　11 月 23 日㈭㈷　午前 10 時 30 分～午後２時
ところ　菊池市社会福祉協議会七城支所駐車場
駐車場　七城町流川グラウンド駐車場
問障害者支援施設居屋敷の里　甲

か

斐
い

・吉
よ し

冨
と み

☎ 0968（24）5210

第 20 回居屋敷の里交流会

と　き　11 月 26 日㈰　午前９時 30 分～
ところ　一心行公園パークゴルフ場
対象者　市内在住および市内の職場に勤務している人
　　　　（初心者大歓迎です）
参加費　１人 1,000 円　
賞品　各種あり
申込方法　直接または電話で申し込んでください。
申込期限　11 月 16 日㈭
問●申菊池パークゴルフ協会事務局　越

お お

猪
い

☎ 090(7296)2748

第９回菊池市民パークゴルフ大会
参加者募集

サニーサイド秋まつり

　司会にタレントの太
お お

田
た

弘
ひ ろ

樹
き

を迎え、泗水中学校吹奏楽
部演奏やバルーンアートショー、MICA ライブ、安井ま
さじトークライブなどのステージイベントを行います。
飲食・雑貨作品のマルシェ、任天堂 Switch などが当た
る抽選会もありますよ。多数のご参加お待ちしています。
と　き　11 月 11 日㈯　午前 10 時～午後１時　
ところ　障がい者支援施設サニーサイド
※近隣に駐車スペースをご用意しています。
問サニーサイド秋まつり実行委員会　
☎ 0968(38)4448　
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環
境
保
護
を
テ
ー
マ
に

創
造
性
と
可
能
性
を
未
来
に
つ
な
ぐ

昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱ 

熊
本
工
場

◆
所
在
地　
泗
水
町
吉
富
60

◆
従
業
員　
51
人

◆
設　
立　
昭
和
50
年

☎
０
９
６
８（
38
）２
６
８
５

Ⓗhttp://w
w

w
.show

a-con.co.jp

◆
主
な
製
品　
橋
げ
た
、
Ｂ
Ｏ

Ｘ
カ
ル
バ
ー
ト
、
擁
壁
、
シ
ー

ル
ド
セ
グ
メ
ン
ト
を
九
州
全
域

へ
、
建
築
柱
、
梁
な
ど
は
九
州

全
域
お
よ
び
関
西
方
面
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
設
計

か
ら
施
工
ま
で
を
行
う
会
社
で
す
。
全
国
に
９

工
場
、
営
業
拠
点
５
支
店
、
営
業
所
39
カ
所
、

工
事
拠
点
５
支
店
を
構
え
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
「
未
来
へ
の
架
け
橋
」
と

し
て
自
然
、
人
、
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
を
考
え
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
従
業
員
募
集
中

で
す
。

癒
し
を
提
供
す
る
会
社

㈱
泗
水
社

◆
所
在
地　
泗
水
町
福
本
７
７
９

◆
従
業
員　
13
人

◆
設　
立　
明
治
43
年

☎
０
９
６
８（
38
）６
０
０
０

◆
主
な
製
品　
温
泉
供
給
。
現
在
、
老
人
施
設

で
あ
る
孔
子
の
里
、
泗
水
苑
に
温
泉
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

◆
業
務
内
容　

不
動
産
賃
貸
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
清
掃
業
、

温
泉
供
給
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
旧
孔
子

温
泉
跡
地
で
施
設
の
清
掃
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
温
泉
の
管
理
・
供
給
な
ど
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
に
癒
し
を
提
供
す
る

た
め
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
61
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：齋
さい

藤
とう

長
ちょう

一
いち

郎
ろう

さん

�

会社外観

会社外観

代表：伊
い

藤
とう

年
とし

道
みち

さん製品（橋げた）

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.39

　２年生を対象に職場体験を実施しました。生徒
たちは泗水町を中心に市内 43 の事業所や農場で、
実際に仕事を体験しました。この体験は自分たち
の進路について考えるとともに、あらめて親への
感謝の気持ちを深める良い機会となったと思いま
す。ご協力いただきました皆さま本当にありがと
うございました。

泗水中学校

菊池北中学校
ご飯から学ぶ朝９月22 日

　校内相撲大会を開催しました。北小開校当初か
ら続いている伝統行事で、保護者や地域の方も応
援に駆けつけます。大会は相撲協会の方の協力も
あり、各学年から選抜された代表者が東西に分か
れて対戦します。どの取組も手に汗を握る見応え
のあるものとなりました。年に１回の相撲大会に
北小全体が熱くなった１日でした。

強力士決定戦！校内相撲大会最
菊池北小学校９月22 日

場体験職９月27 日～ 29 日

９月22日

動物ふれあい体験 アイスクリーム作り体験

の移動教室秋
七城小学校

泗水東小学校
俣病に学ぶ肥後っ子教室水９月７日

真剣勝負 勝負の行方は？

　１年生と２年生を対象に秋の移動教室を実施し
ました。１年生は大牟田市動物園を訪問。２年生
は阿蘇ミルク牧場を訪れ、動物レースやアイス作
り体験などを楽しみました。参加した児童は「み
んなで作ったアイスクリームは、甘くてとっても
おいしかったです」と笑顔を見せました。

　１年生が調理実習を行いました。実習では、本
校のホームページでも紹介している「栄養教諭が
薦める朝食メニュー」を参考に鮭のムニエルやき
つね焼きなど４品を調理。おすすめの朝食メニュー
ですので、ご家庭でもぜひ作ってみてください。

資料館を見学する児童たち パネル展示を見学

　5 年生が水俣市にある水俣病資料館を訪れ、水
俣病や環境問題について学びました。この学習は

「水俣に学ぶ肥後っ子教室」と呼ばれており、毎年
県内全ての小学５年生を対象に行われています。
参加した児童たちは、語り部の話を聞いたり、資
料館内を見学したりして水俣病の正しい知識を学
んでいました。

笑顔で接客部品を１つずつ点検

仕事の説明を受ける生徒 牛の餌やり

朝食メニュー楽しく調理しました

試食
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隈
府
の
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
む
小
森
田

さ
ん
。
市
民
に
聞
き
取
り
を
行
い
、
困
っ
て
い
る

こ
と
や
商
店
街
に
何
が
必
要
な
の
か
を
探
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
に
も
積
極
的
に

参
加
。
一
緒
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
菊
池
の
た
め

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン
で
の
カ
フ
ェ
ラ
テ

づ
く
り
。「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
と
ミ
ル
ク
で
作
り
あ
げ

る
感
覚
が
楽
し
い
。
飲
ん
だ
人
ご
と
に
感
想
が
違

う
表
現
な
の
で
面
白
い
で
す
。
ラ
テ
ア
ー
ト
が
う

ま
く
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
空
き
店
舗
を
活
用
し
街
の
活
性
化
に
貢
献
し
た

い
と
口
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
市
民
が
地
元
の
ニ
ー

ズ
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
を

紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
後
、
み

ん
な
の
思
い
が

ど
ん
な
形
に
な
っ

て
い
く
の
か
と
て

も
楽
し
み
で
す
」

今年の夏まつりでは白
龍のタオルを販売
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この教室は３ページで紹介した実証事業を行う
株式会社デンソーの協力で開催に至りました

Ｖリーガーと子どもたちが交流
　「熊本復興支援 バレーボール教室 in 菊池」が菊池
市総合体育館で開催され、菊池郡市と益城町在住の小
学生約 100 人が参加しました。Ｖリーグ所属のエア
リービーズから熊本県出身の森

も り

田
た

麻
ま

実
み

子
こ

選手を含む九
州出身の３人が講師として来場。基礎練習やゲームな
どで子どもたち
と交流しました。
最後にサイン会
があり、エール
をもらった子ど
もたちはうれし
そうに笑顔を見
せていました。

８月６日　熊本復興支援バレーボール教室

全国共進会の結果は市ホームページでもご
覧いただけます

菊池の牛の良さを全国へ
　第 11 回全国和牛能力共進会（宮城県開催）へ出品
する熊本県代表に選ばれた市内の生産者３人が市長を
表敬訪問しました。生産者の皆さんは「日頃の努力の
成果を発揮し、菊池で育った牛の良さを全国に広めた
い」と市長に抱負を述べました。出場者は次のとおり
です。（敬称略）
種牛の部　若雌
の１：岩

い わ

下
し た

力
つとむ

肉牛の部　若雄
後代検定牛群：
齊
さ い

藤
と う

誠
まこと

、齊
さ い

藤
と う

勝
まさる

、
去勢肥育牛：齊

さ い

藤
と う

誠
まこと

８月７日　第 11 回全国和牛能力共進会

1. 企画した黒肥地さん　2. 県外からも多くの歴史ファンが来館　3. 私塾には藩外からも大勢の人が学びに来ていた
4. 黒肥地さんの解説書付き　5. 刀剣や宮本武蔵の書画も展示

菊池文教を支えた渋江家の功績と歴史を伝える
　菊池わいふ一番館で「黒肥地コレクション」が 11
月 26 日㈰まで開催中です。菊池で私塾を開き文教を
支えた渋江家や幕末の思想家横

よ こ

井
い

小
しょう

楠
な ん

、西郷隆盛の書
とされるものや、菊池一族のお抱え鍛冶だった延寿の
刀剣など数十点を展示。「なぜ渋江家に勝海舟の書が
あるのか」など
解説もあり。企
画した黒

く ろ

肥
ひ

地
じ

雅
ま さ

任
と

さんは「菊池
に多くの偉人が
訪れていたこと
を知ってほしい」
と話しました。

８月４日～　黒肥地コレクション in わいふ一番館

菊池農高馬術部が18年ぶり全国制覇！
　第 51 回全日本高等学校馬術競技大会が 7 月 25 日
と 26 日の二日間、静岡県で開催され、菊池農高馬術
部が全国の頂点に立ちました。同部の優勝は 18 年ぶ
り４度目。接戦を制して勝ち進んだ決勝戦では、吉永
翔司さんが両チーム唯一の減点０で走り抜け、優勝を
決めました。出
場選手は次のと
おりです。（敬称
略）
吉
よ し

永
な が

翔
しょう

司
じ

、平
ひ ら

山
や ま

直
な お

人
と

、白
し ら

木
き

琴
こ と

弓
み

、
牧
ま き

岡
お か

真
ま さ

志
し

、新
に い

留
ど め

辰
し ん

汰
た

朗
ろ う

、渡
わ た

邊
な べ

花
は な

８月８日　第 51 回全日本高等学校馬術競技大会

菊池農馬術部の皆さん。10 月にあった愛
媛国体でも 45 年ぶりの優勝を飾りました

藤田区自主防災会に活動備品を贈呈
　地域コミュニティーの健全な発展を図ることを目的
とした「コミュニティ助成事業」により、藤田区自主
防災会に発動発電機を搭載した投光器が整備されまし
た。この事業は、宝くじ社会貢献広報事業費を財源
として、一般財団法人自治総合センターが助成決定
を行っています。
投光器は災害時
や夜間作業など
で活用予定。今
後、藤田区自主
防災会のますま
すの活性化が期
待されます。

８月　宝くじ助成事業

整備された投光器

藤
ふじ

川
かわ

尚
なお

士
と

（隈府小５年）

迫
さこ

田
だ

佳
か

那
な

子
こ

（泗水中３年）
荒
あら

木
き

穂
ほ

乃
の

実
み

（泗水東小６年）
菊
きく

野
の

　百
もも

（菊池南中１年）

後
ご

藤
とう

夕
ゆう

架
か

（隈府小４年）
齋
さい

藤
とう

緒
つぐ

未
み

（旭志小３年）

荒
あら

木
き

真
ま

穂
ほ

（泗水中２年）

第２次審査出品作品を紹介します
　明るい選挙啓発コンクールにたくさんの応募をいた
だきありがとうございました。選挙管理委員会で第一
次審査を行い、次の作品を選考して第２次審査へ出品
しました。第２次審査の結果発表は平成 30 年１月予
定です。

2017 明るい選挙啓発作品コンクール

　皆さんの作品をとおして、選挙の大切さを認識して
もらい、明るい選挙の推進につなげていきます。
　第２次審査に出品した作品は次のとおりです。（敬
称略）
問選挙管理委員会　☎ 0968(25)7201

中
なか

嶋
しま

　紅
こう

（泗水中２年）

習字部門

二次審査出品作品

ポスター部門

二次審査出品作品
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

1
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熊本の食材で本格フレンチ
　フレンチシェフで泗水町出身の中山豊光シェフに
よる熊本食材を使ったイベント「Dining Field in 
Kikuchi」が菊池夢美術館で開催されました。ギャラ
リーにテーブルが並べられ、美術館はレストランに様
変わり。一流シェフの本格フレンチを楽しもうと市内
外 か ら 約 60 人
が 訪 れ ま し た。
市外から参加し
た女性は「とて
もおいしかった。
また開催してほ
しい」と話しま
した。

８月13 日　Dining Field in Kikuchi

本格フレンチに舌鼓を打つ来場者

目指せ！菊池の未来のリーダー
　「森の学校・きくち」が菊池少年自然の家で開催さ
れ、市内中学生 24 人が参加しました。子どもたちの
国際的感覚や未来のリーダーとしての資質育成を目的
に市が開催し、今回で２回目。参加者は普段体験でき
ない３日間にわたる英語中心の生活をエンジョイした
ほか、国内外で
活躍中の講師２
人の講義を受講
しました。この
中から本市の未
来のリーダーが
生まれることを
期待します。

８月８日～ 10 日　森の学校きくち

ALT（外国語指導助手）との交流を楽しみ
ました

一流シェフの中山豊光さんと夢を語ろう
　パリで活躍する泗水町出身の中

な か

山
や ま

豊
と よ

光
み つ

シェフと交流
する「ユメミライレストラン」が生涯学習センター
で開催されました。料理の極意や生き方を学ぼうと、
15人の高校生らが参加。菊池産の食材を使ったリゾッ
トと地鶏のサラダに挑戦し、本場の調理法を学びな
がら将来の夢を
語り合いました。
中山シェフは「両
親への感謝を忘
れずに夢を追い
かけてください」
と言葉を送りま
した。

８月12 日　ユメミライレストラン

ヤマメを追いかける子どもたち

ヤマメのつかみ取り
　きくち観光物産館で、お盆休み恒例のヤマメのつか
み取りが開催されました。観光客や帰省した家族、地
元の小学生など約 120 人が参加。すばしっこいヤマ
メをびしょ濡れになりながら追いかけ、捕まえると歓
声を上げて喜んでいました。捕まえたヤマメは参加者
が自分で焼いて
実食。帰省した
孫を連れて参加
した男性は「年々
孫も上手になり、
成長を感じます」
と笑顔を見せま
した。

８月12 日　きくち観光物産館

会場全員でコンサートを楽しみました

清泉20周年記念童謡コンサート
　介護老人福祉施設「清泉」の創立 20 周年記念童謡
コンサートが同施設であり、入所者や地域住民が歌声
を楽しみました。同施設で 19 年間コンサートを続け
てきた地元合唱団「童謡すみれ」のほか、子どもたち
やピアノ教室の生徒らが出演。『富士の山』『川の流
れのように』な
ど童謡や歌謡曲
を披露しました。
歌を聴いた入所
者は「素敵な歌
声に元気をもら
いました」と目
を細めました。

８月10 日　介護老人福祉施設「清泉」
子ども議会でまちづくりを学ぶ

　平成 29 年度菊池市子ども議会（議長・七城中３年
小

こ

島
じ ま

龍
りゅう

祥
しょう

さん）が、泗水支所の菊池広域連合議会議場
などで開かれました。江頭市長が市内５中学校の代表
16 人に「子ども議員」の委嘱状を交付。続いて菊池
市選挙管理委員会から選挙権についての説明がありま
した。議場で行
われた一般質問
で は 15 人 全 員
が質問し、学校
生活や日常生活
で感じているこ
とを市執行部に
問いかけました。

８月18 日　菊池市子ども議会

緊張した面持ちの子ども議員たち

講演後の意見交換では活発な意見や質問が
市長に投げかけられました

市長と龍門地区の可能性を語る
　市長と語る会が RonRonKan であり、龍門地区の
市民約 70 人が参加しました。主催した龍門ふるさと
振興会の緒

お

方
が た

啓
け い

一
い ち

会長が「千里の道も一歩から。今日
がその一歩になる」とあいさつ。江頭市長が「龍門は
宝の山」と題し、「龍門には菊池ファンを増やすため
の要素がたくさ
ん詰まっている。
その宝を生かし
て、皆さんと一
緒に持続可能な
地域にしていき
たい」と講話し
ました。

８月19 日　市長と語る龍門の未来

ALT の先生と遊びながら英語によるコミュ
ニケーションを学びました

遊んで話して英語を学ぼう！
　市内の小学校６年生を対象に「夏休みイングリッ
シュ・ディ・キャンプ」が開催されました。教育委員
会主催。学校の授業では経験できない英語活動を通し
て、英語に対する興味を高め、コミュニケーション能
力の向上を目指し初めて開催しました。子どもたちは
ALT の先生が考
えた英語のゲー
ムやクイズでネ
イティブな英語
に触れ、コミュ
ニケーション能
力を高めていま
した。

８月22・24 日　夏休みイングリッシュ・ディ・キャンプ

増設した工場の外観

倉敷紡績㈱と進出協定を締結
　倉敷紡績㈱が森北工業団地内に熊本開発センターの
増床および開発体制の強化を行うことが決まり、市と
進出協定を締結しました。樹脂加工品の研究開発にか
かる設備などの増強に伴うもので、工場は９月に着工。
総投資額は約６億円で、新たに９人程度を雇用する予
定です。操業開
始時期は来年３
月を予定。半導
体製造装置など
で用いる樹脂加
工品の研究開発、
製造・販売を行
います。

８月23 日　企業誘致
井和工業㈱と進出協定を締結

　井和工業㈱が森北工業団地内に建屋と設備を増設す
ることに伴い、協定調印式が熊本県庁でありました。
増設は半導体市場の拡大に伴うもので、工場は平成
29 年 9 月に着工予定。総投資額は約５億円を予定し
ており、約 20 人を新たに雇用する予定です。
　同社は昭和 34
年創業。合成樹
脂 製 品 の 成 形、
加工、組み立て
のほか、スポン
ジ 製 品 の 加 工、
販売などを行っ
ています。

８月23 日　企業誘致

大勢の人たちが被災地の復興を祈りながら
祭りを楽しみました

鎮魂と復興の祈りを込めて
　玉祥寺区の夏祭りで、ろうそくを並べて火をともす、

「玉祥寺万灯会」がありました。震災の犠牲者の鎮魂
と被災地の復興を祈ることなどを目的に平成 24 年か
ら行われています。ろうそくは玉祥寺本堂、菊池為邦
公・菊池重朝公墓前や春日神社など祭り会場一帯に設
置。会場では音
楽家の生演奏が
流れ、春日神社
では影絵の披露
もあり、子ども
から大人まで祭
りを楽しんでい
ました。

８月15 日　玉祥寺万灯会

1. 参加者全員の夢を描いた寄せ書きを持って記念撮影　2. ミシュランシェフの包丁さばきを伝授　3. 彩り豊かな地
鶏のサラダ。味も絶品　4.5. 矢継ぎ早に飛び出す参加者からの質問にも中山シェフは丁寧に答えてくれました

32

1

4 5

協定後に握手を交わす菊池市の芳
よ し

野
の

勇
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

副市長、井和工業㈱
宮
み や

本
も と

潤
じゅん

代表取締役、村
む ら

井
い

浩
こ う

一
い ち

熊本県新産業振興局長
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11月23日
㈭㈷

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

平瀬内科医院（内） 合志市 096（248）5227

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

11月26日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

かたやま内科・漢方クリニック
（内・漢内・糖） 合志市 096（273）6960

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101

増永歯科医院 菊池市 0968（25）2285

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

12月３日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

平山内科クリニック（内・呼内・ア・小） 合志市 096（273）6104

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

竹田津歯科医院 大津町 096（294）0787

12月10日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

三隅内科医院（内） 合志市 096（248）6161

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

たかやまデンタルクリニック 大津町 096（294）8020

11月３日
㈮㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

11月５日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

中村歯科医院 菊池市 0968（37）2300

11月12日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

のざわ医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

11月19日
㈰

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

原田歯科医院 合志市 096（242）3285

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

お誕生日
おめでとう!

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.44

◆
先
日
、
市
の
取
り
組
み
と
し
て
「
イ

ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
職

場
の
上
司
が
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の

推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
、
管
理
職
以
上
の
全
幹
部
（
育
児
ボ

ス
）
が
事
前
の
研
修
ま
で
受
け
て
宣
言

し
ま
し
た
。
県
内
で
は
初
の
試
み
で
す
。

◆
実
は
狙
い
は
育
児
休
暇
だ
け
に
留
ま

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の

た
め
に
は
心
豊
か
な
家
庭
生
活
環
境
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
仕
事
と
家

庭
生
活
の
健
全
な
バ
ラ
ン
ス
（
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）
が
あ
っ
て
こ
そ
可

能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
仕

事
の
生
産
性
・
能
率
性
を
上
げ
る
こ
と

が
必
須
で
す
。
仕
事
の
生
産
性
が
上
が

れ
ば
、
よ
り
創
造
的
な
業
務
や
自
己
研

鑽
に
割
く
時
間
が
増
え
、
市
役
所
の
業

務
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
改
善
し
、
本
人
は

仕
事
の
や
り
が
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
家

族
や
趣
味
の
時
間
が
増
え
れ
ば
、
職
員

の
暮
ら
し
の
充
実
感
・
幸
福
感
に
つ
な

が
り
、
仕
事
の
上
で
も
大
き
な
プ
ラ
ス

で
す
。
◆
こ
の
よ
う
に
、
市
役
所
内
の

イ
ク
ボ
ス
宣
言
は
職
員
の
意
欲
向
上
を

通
じ
て
市
役
所
業
務
の
合
理
化
、
ひ
い

て
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
最
終
目
的
で
す
。
イ
ク
ボ
ス

宣
言
は
ま
ず
は
市
役
所
業
務
か
ら
始
め

ま
す
が
、
市
内
事
業
所
で
も
多
く
の
ご

理
解
・
ご
賛
同
を
得
て
、
こ
の
動
き
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「イクボス宣言」

ホームページから応募できます。
詳しくはお問い合わせください。

問市長公室広報交流係
☎ 0968（25）7252

ハッピー・バースデーに
写真を掲載しませんか ?
平成 29 年 12 月までに誕生日
を迎える３歳までの子どもの写
真を募集しています !
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